
武藏野美術大學公開教學（福山國小）問卷

Ⅰ．觀摩武藏野美術大學的公開教學活動、
您覺得如何呢 ? 請您勾選以下符合的項目。
Ⅰ .「旅するムサビ」の公開授業を見てど
う思いましたか。

★★★　非常有興趣／とても興味がある　
★★　有興趣／興味がある　
★　不太有興趣／あまり興味がない　
☆　沒有興趣／興味がない

Ⅱ．您願意嘗試這種「對話式的美術鑑賞」
教學活動嗎 ?
Ⅱ . あなたはこのような授業をしてみた
いと思いましたか？

★★★　願意嘗試教學／思った　
★★　有點願意嘗試教學／少し思った　
★　不太願意嘗試教學／あまり思わなかった　
☆　完全不願意嘗試教學／全く思わなかった

付録　旅するムサビ in 台湾 2018



3 2

No,男
女

年
齢

所
属

No,1女４
５
歳

國
小

No,2女
性

４
９
歳

國
小

No.3男
性

４
０
歳

國
小

觀
摩
武
藏
野
美
術
大
學
的
公
開
教
學
活
動
，

您
覺
得
如
何
呢 

？
您
對
這
堂
教
學
活
動
，

感
到
最
有
興
趣
的
內
容
是
什
麼 

？
非
常
有

興
趣
★
★
★　

有
興
趣
★
★　

不
太
有
興
趣 

★ 　

沒
有
興
趣
☆

★
★ 

可
以
與
畫
作
的
作
者
近
距
離
接
觸
，
並
且
可

以
看
到
多
面
向(

包
含
一
些
多
媒
體
的
創
作

的
畫
作
呈
現
，
是
很
特
別
的
體
驗
與
經
驗
。

以
往
在
中
年
級(

三
，
四
年
級)

曾
經
帶
過

美
勞
課
，但
多
是
學
生
自
己
介
紹
自
的
作
品
，

屬
於
單
向
的
交
流
。
但
這
次
的
教
學
活
動
是

雙
向
式
的
，
由
學
生
先
發
問
，
針
對
自
己
有

興
趣
的
去
發
問
，
學
生
看
到
的
面
向
與
成
人

大
不
同
，
學
生
的
提
問,

關
注
的
焦
點
，
都

是
一
種
童
趣
，
而
一
個
學
生
提
的
問
題
會
引

發
下
一
個
有
趣
的
問
題
，
在
那
當
下
，
是
一

種
不
分
師
生
的
和
諧
對
話
，且
是
有
意
義
的
。

原
來
美
勞
課
也
可
以
是
生
動
的
，
不
是
每
個

人
都
要
坐
得
直
挺
挺
的
分
享
，
那
幅
畫
面
至

今
仍
深
深
烙
印
在
我
的
腦
海
中
。

★
★
★ 

原
創
者
與
孩
子
的
直
接
對
話
，
可

以
讓
孩
子
對
作
品
的
疑
惑
或
想
法
，
提
出
討

論
！

進
而
啟
發
孩
子
，
只
要
有
自
己
的
想
法
，
也

可
以
試
著
用
各
種
媒
材
嘗
試
藝
術
創
作
！

★
★
★

經
由
對
話
發
掘
不
同
的
想
法
，
孩
子
除
了
可

以
探
索
成
人
世
界
的
想
法
，
理
解
日
常
生
活

當
中
可
能
遇
到
的
視
覺
語
彙
之
外
，
藝
術
創

作
者
也
可
以
從
對
話
中
發
現
不
同
的
觀
看
角

您
願
意
嘗
試
這
種
「
對
話
式
的
美
術
鑑
賞
」

教
學
活
動
嗎 

？　

觀
摩
武
藏
野
美
術
大
學

的
公
開
教
學
敬
請
不
吝
指
教
寫
下
您
的

感
想
心
得
，
提
供
您
寶
貴
的
意
見
和
建

議
。　

願
意
嘗
試
教
學
★
★
★　

有
點
願

意
嘗
試
教
學
★
★　

不
太
願
意
嘗
試
教
學
★

完
全
不
願
意
嘗
試
教
學
☆

★
★

 

能
與
作
者
面
對
面
做
很
完
整
的
交
流
，
是

很
不
錯
的
體
驗
。
畫
作
本
身
是
死
的
，
但
透

過
對
話
，可
以
知
道
作
者
想
要
表
達
的
意
念
，

當
下
的
心
境
。
我
自
己
不
是
本
科
系
畢
業
，

鑑
賞
畫
作
的
能
力
有
限
，
希
望
透
過
這
樣
的

教
學
活
動
，對
自
己
的
未
來
教
學
有
所
助
益
，

也
希
望
有
機
會
能
將
這
套
對
話
式
鑑
賞
實
施

於
班
上
。

★
★
★

１
．
分
多
組
，
人
少
；
容
易
做
深
入
的
討
論

與
對
話
。

２
．
台
灣
一
般
老
師
，
較
常
以
製
作
作
品
為

導
向
，
缺
少
鑑
賞
式
的
教
學
，
學
生
視
野
會

較
受
限
。

★
★
★

對
話
式
若
真
要
如
期
名
為
對
話
，
則
個
人
以

為
在
人
數
的
安
排
還
有
談
話
的
位
置
高
低
，

應
該
要
再
做
調
整
。
這
次
所
觀
摩
的
創
作
者

和
討
論
者
的
位
置
或
多
或
少
仍
有
授
課
式
的

「
旅
す
る
ム
サ
ビ
」
の
公
開
授
業
を
見
て
ど
う
思
い

ま
し
た
か
。
ど
の
よ
う
な
点
に
興
味
が
わ
き
ま
し

た
か
。
と
て
も
興
味
が
あ
る
★
★
★　

興
味
が
あ

る
★
★　

あ
ま
り
興
味
が
無
い
★　

 

興
味
な
い
☆

★
★

作
者
さ
ん
と
会
う
こ
と
が
で
き
、
多
様
な
表
現
媒

体
の
作
品
な
ど
を
含
め
様
々
な
面
か
ら
理
解
す
る

こ
と
は
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
特
別
な
経
験
に

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
三
、四
年
生
に
向
け
た
私
の

授
業
で
、
児
童
が
自
分
の
作
品
を
紹
介
す
る
一
方

向
的
な
鑑
賞
会
を
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

に
比
べ
今
回
の
鑑
賞
授
業
は
相
方
向
的
な
も
の
で

あ
り
、
児
童
の
興
味
を
示
し
た
と
こ
ろ
か
ら
問
題

を
発
見
す
る
。
子
ど
も
特
有
の
大
人
と
違
っ
た
視

点
か
ら
問
題
を
見
つ
け
て
次
の
問
題
へ
と
繋
が
っ

て
い
く
。
そ
れ
は
誰
に
と
っ
て
も
と
っ
て
も
有
意

義
な
対
話
で
し
た
。
美
術
の
授
業
は
座
り
っ
ぱ
な

し
で
は
な
く
、
こ
ん
な
に
も
生
き
生
き
と
し
て
い

る
面
も
あ
る
こ
と
を
今
で
も
忘
れ
る
こ
と
が
出
来

ま
せ
ん
。

★
★
★ 

子
ど
も
た
ち
が
直
接
作
者
と
対
話
す
る
こ
と
が
で

き
た
こ
と
で
、
自
分
が
抱
い
た
疑
問
や
考
え
を
口

に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
は
ま
る
で
、
子
ど

も
た
ち
が
自
分
な
り
に
考
え
が
あ
れ
ば
、
様
々
な

媒
体
で
芸
術
を
通
し
て
表
現
で
き
る
と
言
わ
ん
ば

か
り
で
あ
っ
た
。

★
★
★

子
ど
も
た
ち
は
対
話
の
過
程
で
そ
れ
ぞ
れ
違
う
考

え
を
知
る
事
に
よ
り
、
大
人
の
世
界
の
考
え
方
に

も
触
れ
つ
つ
、
日
頃
使
わ
れ
る
視
覚
的
な
言
葉
の

語
彙
を
理
解
す
る
よ
う
に
な
る
。
作
者
と
の
対
話

あ
な
た
は
こ
の
よ
う
な
授
業
を
し
て
み
た
い
と
思
い

ま
し
た
か
？　

公
開
授
業
を
見
て
感
想
が
あ
り
ま
し

た
ら
お
書
き
く
だ
さ
い
。思
っ
た
★
★
★ 　

少
し
思
っ

た
★
★ 　

あ
ま
り
思
わ
な
か
っ
た
★　

全
く
思
わ
な

か
っ
た
☆

★
★

作
者
と
交
流
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
と
て
も
素
晴

ら
し
い
体
験
だ
と
思
い
ま
す
。
作
品
自
体
は
無
言
で

す
が
︑
作
者
と
の
対
話
で
思
い
や
伝
え
た
い
こ
と
な

ど
が
分
か
り
ま
す
。
私
は
美
術
専
攻
で
は
な
か
っ
た

の
で
作
品
の
見
方
は
狭
い
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
よ

う
な
教
育
イ
ベ
ン
ト
に
よ
っ
て
こ
れ
か
ら
の
教
師
生

活
が
向
上
し
、
将
来
、
こ
の
対
話
型
鑑
賞
を
授
業
中

で
実
行
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

★
★
★

１
．
多
く
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
少
人
数
の
グ
ル
ー
プ

に
す
る
と
、
メ
ン
バ
ー
は
対
話
を
深
め
や
す
く
な
る
。

２
．
台
湾
の
教
師
は
一
般
的
に
子
ど
も
た
ち
に
作
品

を
つ
く
ら
せ
が
ち
の
傾
向
が
あ
る
。
鑑
賞
の
授
業
が

な
い
こ
と
で
子
ど
も
た
ち
の
視
野
を
狭
め
て
い
た
か

も
し
れ
な
い
。

★
★
★

本
当
に
対
話
型
と
い
う
名
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
追

求
し
た
け
れ
ば
人
数
の
検
討
と
、
対
話
を
容
易
に
す

る
関
係
作
り
が
欠
か
せ
な
い
と
私
は
思
い
ま
す
。
今

回
の
公
開
授
業
で
拝
見
し
た
様
子
だ
と
フ
ァ
シ
リ

No,4女
性

４
０
歳

國
小

No,5男
性

５
２
歳

國
小

度
。

★
★
★

１
．
話
式
的
美
術
鑑
賞
教
學
對
於
拓
展
學
生

眼
光
視
野
，
有
相
當
大
的
助
益
。

２
．
進
行
這
樣
的
教
學
模
式
時
「
老
師
的
提

問
」，「
如
何
提
問
」，「
提
問
的
內
容
」，「
是

否
介
入
學
生
討
論
」
…
等
幾
個
面
向
是
非
常

關
鍵
的
，
想
更
深
入
了
解
進
行
這
樣
的
課
程

時
教
師
如
何
選
擇
，
安
排
有
層
次
的
提
問
問

題
？

★
★
★

畫
者
與
觀
賞
者
的
對
話
，
因
為
可
以
近
距
離

與
畫
者
溝
通
，
了
解
畫
者
的
思
維
與
表
達
，

也
讓
畫
者
了
解
到
觀
賞
者
是
如
何
欣
賞
這
幅

畫
的
，
兩
者
之
間
有
何
落
差
。

影
子
，
或
許
對
於
那
些
習
慣
或
勇
於
發
言
的

孩
子
來
說
，
這
不
會
造
成
任
何
的
障
礙
，
但

若
對
於
其
他
個
性
較
為
內
向
或
不
太
敢
表
達

自
己
意
見
的
同
學
，
可
能
就
會
變
成
一
個
沒

有
安
全
感
的
發
言
環
境
，
或
許
這
些
沉
默
者

的
想
法
會
有
更
意
想
不
到
的
地
方
？

在
對
話
的
交
流
之
後
，
是
否
除
了
鑑
賞
之

外
，
曾
經
嘗
試
過
心
得
後
的
創
作
？
是
否
曾

經
給
學
生
們
一
些
空
間
和
時
間
畫
出
自
己
在

這
次
對
話
之
後
可
能
被
激
起
的
想
法
？
如
同

擅
長
於
發
言
的
同
學
，
可
能
反
饋
在
當
下
對

話
當
中
就
發
生
，
但
是
或
許
有
些
需
要
發
酵

的
另
類"

對
話
，
回
饋"

，
是
離
開
現
場
之

後
才
發
生
？
或
許
這
樣
沒
有
當
下
這
麼
直
接

了
當
，
但
是
經
過
吸
收
和
轉
化
，
是
否
也
是

另
外
一
種
對
話
？
不
知
道
是
否
曾
經
嘗
試
過

這
樣
的
方
式
？

★
★
★

感
謝
武
藏
野
美
術
大
學
的
教
授
及
學
生
們
示

範
這
麼
棒
的
公
開
教
學
，
當
天
採
分
組
進
行

對
話
，
受
限
於
時
間
，
空
間
和
語
言
隔
閡
，

無
法
從
頭
到
尾
觀
察
每
一
組
的
對
話
過
程
，

比
較
可
惜
，
希
望
未
來
有
更
多
其
他
方
式
或

管
道
進
一
步
完
整
地
了
解
「
對
話
式
的
美
術

鑑
賞
」
教
學
方
式
。

★
★

「
對
話
式
的
美
術
鑑
賞
」
可
以
提
高
我
們
的

藝
術
欣
賞
，
培
養
我
們
對
美
的
鑑
賞
力
，
是

個
非
常
棒
的
教
學
活
動
，只
是
因
場
地
關
係
，

聲
音
互
相
干
擾
，
影
響
我
們
的
學
習
，
是
美

中
不
足
的
地
方
，
建
議
活
動
場
地
可
依
美
術

畫
作
的
種
類(

如
油
畫
，
寫
生
，
動
畫
…)

分
站
，
讓
學
習
者
較
易
學
習
。

の
中
か
ら
普
段
と
は
異
な
る
風
景
が
見
え
て
く
る
。

★
★
★

１
．
対
話
型
の
美
術
鑑
賞
教
育
は
子
ど
も
た
ち
の

視
野
が
広
が
り
た
め
に
な
る
。

２
．
こ
の
よ
う
な
教
育
を
行
う
と
き
に
「
先
生
か

ら
の
質
問
」、「
質
問
の
仕
方
」、「
質
問
の
内
容
」、「
子

ど
も
た
ち
の
話
合
い
に
口
を
挟
む
か
ど
う
か
」
な

ど
は
活
動
の
決
め
手
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
先
生

側
は
ど
の
よ
う
に
質
問
を
選
び
、
ど
の
よ
う
な
順

番
で
問
題
を
深
め
て
い
け
ば
い
い
で
す
か
？

★
★
★

作
者
さ
ん
と
の
対
話
に
よ
り
鑑
賞
者
た
ち
は
目
の

前
の
作
者
と
交
流
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
作
者
は

自
分
の
思
い
を
整
理
し
て
他
人
に
伝
え
、
鑑
賞
者

は
ど
の
よ
う
な
視
点
か
ら
作
品
を
見
て
い
る
の
か
、

お
互
い
の
差
も
見
え
て
く
る
。

テ
ー
タ
ー
と
作
者
の
立
ち
位
置
は
授
業
と
し
て
多
少

の
固
さ
が
残
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
日
頃
か
ら
授
業

中
に
活
躍
し
て
い
る
子
に
と
っ
て
は
問
題
あ
り
ま
せ

ん
が
、
自
分
の
意
見
が
言
え
な
い
子
に
と
っ
て
は
緊

張
を
感
じ
る
環
境
に
な
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
子
た
ち

こ
そ
、
誰
も
想
像
し
え
な
い
考
え
を
持
っ
て
い
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
対
話
型
の
交
流
は
鑑
賞
に
止
ま
ら
ず
、
こ
ど
も

た
ち
の
作
品
作
り
に
繋
げ
る
こ
と
を
試
し
た
り
ま
す

か
。
子
ど
も
た
ち
に
時
間
と
場
を
与
え
て
こ
の
対
話

に
よ
っ
て
考
え
始
め
た
こ
と
を
実
体
化
す
る
こ
と
を

考
え
た
り
し
ま
す
か
？　

授
業
で
発
言
上
手
の
子
ど

も
は
そ
の
場
で
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
が
で
き
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
時
間
が
経
っ
て
か
ら
自
分
の
中
で
消

化
で
き
る
こ
と
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
も
し
か
し

た
ら
そ
れ
も
一
つ
の
対
話
に
な
る
で
は
な
い
か
。
そ

の
よ
う
な
方
法
を
試
し
た
り
し
ま
す
か
？

★
★
★

武
蔵
野
美
術
大
学
の
先
生
お
よ
び
学
生
達
に
よ
る
素

晴
ら
し
い
公
開
授
業
を
見
せ
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
当
日
の
グ
ル
ー
プ
分
け
で
の
対

話
は
時
間
の
制
限
と
言
語
の
障
壁
な
ど
の
理
由
で
最

初
か
ら
最
後
ま
で
拝
見
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た

の
が
残
り
惜
し
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
「
対
話
型
美

術
鑑
賞
」
を
さ
ら
に
詳
し
く
知
る
機
会
が
い
た
だ
け

る
と
嬉
し
い
で
す
。

★
★

「
対
話
型
美
術
鑑
賞
」
は
我
々
の
美
の
感
受
力
を
高
め

て
く
れ
た
素
晴
ら
し
い
教
育
企
画
だ
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
体
育
館
の
中
で
は
お
互
い
の
声
が
干
渉
し

あ
い
、
聞
き
取
り
難
く
残
念
で
し
た
。
よ
っ
て
、
作

品
の
種
類
別
（
油
絵
、
ス
ケ
ッ
チ
、
映
像
…
）
で
距

離
を
取
っ
た
方
が
子
ど
も
た
ち
に
取
っ
て
優
し
い
勉

強
の
場
に
な
る
と
考
え
ま
す
。
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No.6女
性

４
９
歳

國
小

 No.7女
性

５
０
歳

國
小

No,8女
性

５
３
歳

國
小

★
★
★

一
場
與
畫
者
有
約
的
藝
術
火
花

以
往
對
於
美
術
鑑
賞
教
學
的
焦
點
，
老
師
總

希
望
引
導
孩
子
看
出
，
說
出
比
較
有
深
度
的

內
容
，
包
括
：
美
術
技
巧
，
色
彩
運
用
，
作

品
布
局
等
內
容
，
但
此
次
的
對
話
式
教
學
，

讓
我
有
了
新
發
現
。
作
者
和
觀
賞
者
的
對
話

所
著
重
是
直
覺
的
，
直
觀
的
感
受
，
在
交
互

的
對
話
中
，
從
作
品
的
線
條
，
色
彩
的
呈

現
，
結
合
觀
者
的
經
驗
說
出
心
中
的
想
像
和

感
覺
；
作
者
也
能
敘
說
創
作
的
意
象
，
想
法

與
情
感
，
在
對
話
中
激
盪
出
創
意
思
維
和
美

術
欣
賞
的
多
元
角
度
，
並
能
激
發
學
生
學
習

與
探
索
的
與
趣
，
豐
富
了
美
術
教
學
的
內
涵

和
興
味
。

★
★
★

了
解
「
對
話
式
的
美
術
鑑
賞
」
教
學
方
式
。

如
何
應
用
此
教
學
方
式
在
國
小
階
段
的
學
生

上
。

★
學
習
如
何
提
問
問
題
及
了
解
創
作
者
的
創

作
動
機
。

★
★
★

１
．
畫
者
透
過
作
品
分
享
自
己
的
創
作
理
念

２
．
對
話
式
教
學
方
式
值
得
學
習

　

★
★
★

１
．
本
次
的
教
學
觀
摩
活
動
，
安
排
了
許
多

種
媒
材
作
品
的
賞
析
教
學
，
並
有
學
生
的
實

際
對
話
，
引
導
的
情
境
，
讓
教
師
更
能
了
解

「
對
話
式
美
術
教
學
」
的
操
作
方
式
。

２
． 

會
後
的
綜
合
座
談
會
，
透
過
發
問
與

討
論
，
突
顯
出
此
教
學
模
式
的
核
心
精
神
，

價
值
和
實
施
方
式
，
開
啟
日
後
美
術
教
學
的

新
方
向
，
新
視
野
。

３
．
學
生
的
直
覺
發
表
和
想
像
，
常
有
驚
人

之
處
；
作
者
的
創
作
構
思
和
情
感
敘
說
，
也

令
觀
者
有
豁
然
開
朗
的
理
解
與
欣
賞
的
趣

味
。

４
．
提
問
與
回
答
的
內
容
比
較
多
時
，
建
議

能
一
小
段
一
小
段
的
翻
譯
，
比
較
能
聽
清
楚

雙
方
所
表
達
的
內
容
。

★
★
★

日
本
大
學
學
生
跟
本
校
的
國
小
學
生
互
動
良

好
。
先
由
國
小
學
生
看
到
美
術
作
品
，
由
好

奇
，
感
動
進
而
提
出
問
題
，
再
讓
大
學
創
作

者
回
答
問
題
，
這
樣
一
來
一
往
的
提
問
，
回

答
能
夠
讓
觀
賞
者
更
加
知
道
創
作
者
想
表
達

的
意
念
，
而
創
作
者
也
更
能
了
解
欣
賞
者
對

作
品
的
喜
好
，
進
而
能
激
盪
出
更
多
的
火
花

於
下
次
的
創
作
作
品
上
。
本
人
覺
得
此
「
對

話
式
的
美
術
鑑
賞
」
教
學
方
式
使
得
美
術
教

育
更
有
意
義
及
目
的
性
，
而
學
會
此
套
教
學

方
式
，
學
生
將
受
用
無
窮
。

★
★
★

１
．
透
過
交
流
可
以
了
解
現
在
日
本
在
藝
術

教
育
的
改
革
或
趨
勢

２
．
持
續
辦
理,

相
信
會
有
更
多
更
深
入
探

討
，
能
對
教
育
現
場
提
供
更
多
的
經
驗

★
★
★

作
者
と
の
芸
術
の
火
花

昔
な
が
ら
の
美
術
鑑
賞
教
育
は
主
に
使
っ
た
技
法
、

色
彩
の
配
置
や
表
現
の
工
夫
な
ど
、
子
ど
も
達
に

と
っ
て
難
し
い
見
方
か
ら
作
品
を
見
る
こ
と
を
望

ん
で
い
た
。
し
か
し
、
今
回
の
対
話
型
鑑
賞
で
新

た
な
発
見
が
あ
り
ま
し
た
。
作
者
と
鑑
賞
者
の
対

話
は
直
感
的
な
も
の
で
あ
り
、
話
し
合
っ
て
い
る

う
ち
に
作
品
の
中
の
線
の
行
方
や
色
彩
の
感
情
が

共
感
し
合
い
、
記
憶
の
中
に
潜
ん
だ
感
情
を
呼
び

起
こ
す
こ
と
が
で
き
る
。
一
方
、
作
者
も
自
分
の

創
作
意
図
、
思
い
や
感
情
を
伝
え
ら
れ
る
。
こ
う

し
た
多
面
的
な
鑑
賞
の
仕
方
は
、
対
話
が
生
む
ク

リ
エ
テ
ィ
ブ
な
思
考
を
誘
起
し
、
子
ど
も
た
ち
の

興
味
を
誘
い
美
術
教
育
の
内
容
を
豊
か
に
し
た
。

★
★
★

「
対
話
型
美
術
鑑
賞
」
と
い
う
教
育
法
を
理
解
し
て

小
学
校
の
教
育
体
制
で
実
行
し
た
い
で
す
。

★
質
問
の
仕
方
の
勉
強
に
も
な
り
、
作
者
の
創
作

動
機
を
知
る
こ
と
も
で
き
た
。

★
★
★

１
． 

作
品
を
通
し
て
作
者
の
創
作
意
図
が
伝
え
ら

れ
る
。

２
． 

対
話
型
鑑
賞
教
育
は
学
ぶ
べ
き
価
値
が
あ
る
。

★
★
★

１
．
今
回
の
公
開
授
業
は
多
様
な
表
現
媒
体
に
よ
る

作
品
の
鑑
賞
授
業
で
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
と
の
対
話

や
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
で
「
対
話
型
美
術
教
育
」

の
進
め
方
を
教
師
側
に
教
え
て
く
れ
た
。

２
． 

授
業
後
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
質
問
を
中
心

に
話
し
合
っ
た
点
で
、
こ
の
教
育
の
中
心
と
な
る
考

え
方
と
そ
の
価
値
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
の
美
術
教
育

の
展
望
が
見
え
て
き
た
と
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

３
． 

子
ど
も
た
ち
が
発
し
た
言
葉
は
我
々
に
は
想
像

が
つ
か
な
い
発
想
が
多
か
っ
た
。
作
者
か
ら
の
解
説

は
観
る
者
の
疑
問
を
晴
ら
し
て
作
品
へ
の
興
味
を
深

め
た
と
思
い
ま
す
。

４
．
質
問
や
そ
の
答
え
が
長
い
場
合
は
、
短
め
の
文

章
に
カ
ッ
ト
し
て
一
文
つ
づ
訳
し
た
方
が
わ
か
り
や

す
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

★
★
★

日
本
の
大
学
生
と
本
校
の
小
学
生
た
ち
と
の
触
れ
合

い
は
ス
ム
ー
ズ
に
進
み
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
作

品
を
見
て
興
味
を
膨
ら
ま
せ
、
見
つ
め
る
う
ち
に
感

動
し
て
質
問
し
だ
す
。
そ
こ
で
作
者
の
学
生
さ
ん
に

答
え
て
も
ら
え
る
。
こ
う
し
た
や
り
と
り
で
子
ど
も

た
ち
が
作
者
の
意
図
を
理
解
し
、
ま
た
、
作
者
側
か

ら
も
感
謝
の
言
葉
が
も
ら
え
、
そ
し
て
次
の
表
現
活

動
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
。「
対
話
型
美
術
鑑
賞
」
は

美
術
教
育
を
さ
ら
に
有
意
義
に
さ
せ
、
そ
の
目
的
を

は
っ
き
り
さ
せ
る
。
こ
の
教
育
法
を
身
に
つ
け
、
子

ど
も
た
ち
に
は
大
変
た
め
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

★
★
★

１
． 

交
流
を
通
し
て
日
本
に
お
け
る
芸
術
教
育
の
変

革
や
動
向
が
見
え
る
。

２
．
こ
の
企
画
を
継
続
さ
せ
更
に
探
求
を
重
ね
る
こ

と
で
、
教
育
現
場
も
経
験
値
を
積
み
重
ね
て
い
け
る

と
思
い
ま
す
。

No.9男
性

５
０
歳

國
小

N
o.10

女
性

４
０
歳

國
小

★
★
★

透
過
對
話
做
的
細
部
分
析
與
引
導
讓
學
生
自

由
發
表
感
受
，
最
後
再
安
排
原
創
作
者
直
接

溝
通
對
話
，
令
人
印
象
深
刻

★
★

作
品
「
一
本
書
」，「
定
格
動
畫
」
這
一
小
組

中
，
小
朋
友
面
對
的
是
與
平
常
表
現
方
式
不

同
的
作
品
，
看
到
小
朋
友
們
侃
侃
而
談
，
說

出
自
己
的
想
法
，同
儕
之
間
也
能
互
相
討
論
，

或
是
猜
測
，
從
作
品
圖
案
連
結
到
自
己
曾
經

看
過
的
螢
火
蟲
，
或
是
聯
想
到
宇
宙
外
太
空

的
想
法
，
過
程
中
氣
氛
熱
絡
，
在
沒
有
既
定

答
案
對
錯
，
老
師
尊
重
孩
子
們
的
想
法
，
不

給
評
價
，
期
待
孩
子
們
的
發
揮
，
讓
我
印
象

深
刻
。

★
★
★

不
同
的
國
情
與
文
化
，但
教
育
卻
是
相
通
的
，

都
是
為
了
成
就
孩
子
的
學
習
，
希
望
有
機
會

再
能
看
到
類
似
的
教
學
活
動

★
★
★

在
觀
課
之
前
有
想
過
是
否
當
天
的
課
程
是
要

欣
賞
哪
個
藝
術
家
的
作
品
，
到
了
現
場
，
看

到
有
些
作
品
是
屬
於
比
較
概
念
式
的
作
品
，

藝
術
作
品
的
形
式
很
多
元
，
而
欣
賞
的
作
品

也
非
過
去
我
們
常
看
過
的
藝
術
家
作
品
。
而

是
像
是
「
一
本
書
」，「
動
畫
」
或
是
插
畫
式

的
表
現
風
格
，
所
以
很
好
奇
老
師
會
怎
麼
引

導
。

過
程
中
，
聽
到
老
師
很
著
重
在
小
朋
友
的
想

法
，席
間
也
未
對
小
朋
友
的
想
法
有
所
評
價
，

最
後
請
出
創
作
者
來
說
明
創
作
理
念
，
創
作

手
法
，
與
小
朋
友
互
動
。
在
「
一
本
書
」
這

小
組
中
，
小
朋
友
在
觀
看
時
，
說
了
非
常
多

的
感
覺
與
看
法
，雖
然
裡
面
的
文
字
是
日
文
，

但
透
過
圖
片
的
色
調
，
線
條
，
小
朋
友
聯
想

到
自
己
的
生
活
經
驗
，
同
學
間
也
會
互
相
討

論
，
整
個
感
覺
很
熱
絡
，
我
想
與
平
日
的
美

感
培
養
有
關
。

過
去
我
們
在
討
論
到
藝
術
鑑
賞
時
，會
以「
描

述
，
分
析
，
解
釋
，
評
價
」
四
個
步
驟
，
來

引
導
，
但
在
現
代
許
多
裝
置
，
觀
念
藝
術
的

出
現
，
是
否
會
有
不
同
的
引
導
方
式
，
還
有

觀
看
當
代
藝
術
的
作
品
時
要
如
何
來
看
，
畢

竟
抽
象
的
概
念
，
表
現
的
素
材
多
樣
，
作
品

背
後
隱
藏
的
意
義
，
也
是
當
代
藝
術
裡
的
重

要
意
義
。
當
天
教
授
提
到
的
「
對
話
式
的
美

術
鑑
賞
」，
小
朋
友
的
想
法
，
與
同
儕
互
相

激
盪
後
的
看
法
，
在
鑑
賞
的
過
程
中
都
是
很

重
要
的
，
而
且
答
案
沒
有
對
錯
，
教
授
提
到

未
來
的
社
會
我
們
無
法
預
知
，
但
這
個
能
力

對
孩
子
而
言
是
重
要
的
，
也
是
在
未
來
才
能

★
★
★

対
話
し
な
が
ら
細
か
く
見
て
い
く
こ
と
で
、
子
ど

も
た
ち
の
発
言
を
自
由
へ
と
導
き
、
最
後
に
作
者

を
登
場
さ
せ
て
直
接
話
し
合
う
こ
と
が
、
と
て
も

印
象
的
で
し
た
。

★
★

一
冊
の
本
と
動
画
を
見
せ
る
グ
ル
ー
プ
を
観
察
し

ま
し
た
。
普
段
か
ら
見
慣
れ
て
い
な
い
そ
れ
ぞ
れ

の
作
品
を
見
て
、
子
ど
も
た
ち
は
饒
舌
で
し
た
。

仲
間
と
相
談
し
あ
っ
た
り
答
え
を
当
て
た
り
し
な

が
ら
、
作
品
の
柄
か
ら
見
た
こ
と
の
あ
る
蛍
や
、

さ
ら
に
宇
宙
ま
で
連
想
し
て
、
活
発
な
話
し
合
い

で
し
た
。
そ
の
作
品
の
見
方
に
は
正
解
は
な
く
、

教
師
も
子
ど
も
た
ち
の
考
え
を
尊
重
し
、
評
価
を

下
さ
ず
、
ひ
た
す
ら
子
供
達
の
活
躍
を
期
待
し
て

い
た
シ
ー
ン
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

★
★
★

国
境
を
越
え
文
化
も
異
な
り
な
が
ら
、
教
育
は
子
供

を
成
長
さ
せ
る
も
の
と
し
て
共
通
し
て
い
る
。
ま
た

こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
に
出
会
う
日
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

★
★
★

始
ま
る
前
に
ど
の
よ
う
な
芸
術
家
の
作
品
を
鑑
賞
す

る
授
業
な
の
か
想
像
し
て
み
ま
し
た
が
、
当
日
は
多

様
な
媒
体
に
よ
る
抽
象
的
な
も
の
が
多
か
っ
た
。
広

く
知
ら
れ
て
い
る
作
で
は
な
く
、
本
や
動
画
等
は
ど

の
よ
う
な
手
法
で
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る
の

か
興
味
が
湧
い
た
。

子
ど
も
た
ち
の
考
え
を
大
事
に
し
て
、
そ
の
考
え
に

評
価
を
下
さ
ず
に
作
者
と
の
シ
ェ
ア
タ
イ
ム
を
迎
え

た
。
本
の
作
品
を
鑑
賞
し
た
グ
ル
ー
プ
で
は
子
ど
も

達
は
自
分
が
感
じ
た
こ
と
、
考
え
た
こ
と
を
た
く
さ

ん
述
べ
た
。
内
容
が
日
本
語
で
あ
り
な
が
ら
、
イ
ラ

ス
ト
の
色
合
い
と
流
れ
る
線
か
ら
自
分
が
経
験
し
た

こ
と
を
思
い
出
し
て
い
た
。
そ
し
て
仲
間
と
の
話
し

合
い
に
も
な
り
場
が
盛
り
上
が
っ
た
。
日
頃
の
美
意

識
の
養
成
が
関
係
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

今
ま
で
「
読
み
取
り
、
分
析
、
解
釈
、
評
価
」
の
四
つ

の
階
段
か
ら
芸
術
鑑
賞
を
行
う
の
は
一
般
的
で
あ
っ

た
。
今
は
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
の
時
代
で
あ
り
、
他
に

新
た
な
鑑
賞
の
仕
方
が
生
ま
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

抽
象
的
な
現
代
美
術
の
鑑
賞
は
素
材
の
多
様
性
と
創

作
意
図
が
現
代
美
術
の
中
心
に
な
っ
て
い
る
。「
対
話

型
美
術
鑑
賞
」
は
子
ど
も
た
ち
の
異
な
る
考
え
が
ぶ

つ
か
り
合
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
考
え
で
あ
り
、
ど
れ

も
大
事
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
答
え
に
正
解
が
な
い

こ
と
。
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
「
未
来
の
社
会
が
ど

う
な
る
か
は
我
々
に
は
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
、

こ
の
鑑
賞
で
身
に
つ
く
能
力
は
子
ど
も
に
と
っ
て
重

要
な
も
の
で
あ
り
未
来
を
切
り
開
く
力
に
な
る
。」
こ

れ
は
台
湾
が
最
近
は
や
り
始
め
た
視
覚
伝
達
芸
術
の

O
RID

と
い
う
新
た
な
教
育
方
に
近
い
。
子
ど
も
た
ち

は
質
問
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
分
の
考
え
に
気
づ
き
、
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No,11

男
性

４
６
歳

國
小

No,12

女
性

國
中

No,13

女
性

４
８
歳

國
小

No,14

女
性

４
５
歳

國
小

N
o,15

女
性

４
８
歳

★
★

鑑
賞
的
學
生
可
以
和
作
者
直
接
對
話
討
論
，

能
充
分
了
解
作
者
的
構
思
與
作
品
的
內
涵
，

而
作
者
也
能
透
過
對
話
了
解
學
生
對
自
己
作

品
的
想
法

★
★

和
學
生
的
互
動
及
引
起
興
趣
部
份
做
的
很
好

★
★

多
種
媒
材
作
品
呈
現
及
創
作
者
親
自
和
觀
賞

者
互
動
過
程
。

★
★

繪
者
如
何
與
學
生
溝
通
自
己
的
創
作
理
念
，

以
及
學
生
對
圖
畫
的
好
奇
著
重
在
哪
些
地

方
。

★
★ 

對
話
教
學
是
種
不
錯
的
教
學
模
式

看
的
到
成
果
。
這
與
台
灣
近
幾
年
，
視
覺
藝

術
學
思
達O

RID

焦
點
討
論
法
，
也
是
要
孩

子
們
經
過
提
問
，
發
現
自
己
的
想
法
，
形
塑

自
己
的
認
知
理
解
，
並
運
用
在
生
活
中
，
有

著
相
同
的
理
念
。
很
感
恩
有
這
樣
的
機
會
能

參
與
觀
課
，
也
期
待
下
次
！

★
★

學
生
分
成
四
組
，
各
組
學
生
只
有
機
會
和
一

位
作
者
及
其
作
品
做
對
話
及
鑑
賞
，
雖
然
有

些
許
時
間
可
以
觀
摩
其
他
作
品
，
但
在
時
間

的
限
制
下
感
覺
有
些
不
足
，
若
是
沒
有
語
言

的
隔
閡
，
應
該
能
節
省
更
多
時
間
。

★
★
★

鑑
賞
教
學
上
課
狀
況
很
活
潑
，
值
得
台
灣
教

師
深
思
，
藝
術
教
育
在
台
灣
執
行
的
不
夠
，

是
我
門
需
要
努
力
的
。
來
授
課
的
學
生
並
不

是
接
受
師
範
教
育
，
卻
能
跟
學
生
互
動
引
導

的
不
錯 

真
的
很
棒
，
也
讓
我
們
開
了
眼
界
。

★小
組
對
話
式
教
學
的
確
可
以
讓
學
生
學
習
效

果
更
好
，
老
師
也
更
能
了
解
學
生
想
法
。
但

就
我
們
目
前
大
班
上
課
的
教
學
方
式
要
進
行

這
樣
的
教
學
似
乎
不
太
容
易
。

★
★
★

這
是
一
次
相
當
難
得
的
機
會
，
可
以
親
眼
目

睹
日
本
美
術
教
學
。
感
謝
武
藏
野
美
術
大
學

提
供
這
個
互
相
交
流
的
機
會
，
也
感
謝
每
位

工
作
人
員
的
辛
苦
。

★
★

可
以
運
用
在
我
們
的
視
覺
藝
術
課
程
內
的"

欣
賞”

課
程
，
研
習
完
後
，
了
解
新
的
教
學

★
★

鑑
賞
者
の
子
ど
も
が
直
接
作
者
と
対
話
す
る
こ
と

が
で
き
、
作
者
の
思
い
と
作
品
が
見
え
て
く
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
も
自
分
の
作
品
表
現

に
対
し
て
考
え
始
め
る
。

★
★

子
ど
も
た
ち
と
戯
れ
て
か
ら
の
導
入
が
い
い
と
思

い
ま
す
。

★
★

多
様
な
表
現
媒
体
の
作
品
と
作
者
と
鑑
賞
者
の
間

の
や
り
取
り
を
拝
見
し
ま
し
た
。

★
★

作
者
が
ど
の
よ
う
に
子
ど
も
た
ち
に
自
分
の
創
作

意
図
を
伝
え
る
か
。
子
ど
も
た
ち
は
絵
の
ど
の
部

分
に
惹
か
れ
る
か
。

★
★

対
話
す
る
教
育
は
よ
い
教
育
モ
デ
ル
で
あ
る
。

自
分
に
対
す
る
認
識
が
深
め
ら
れ
、
そ
れ
を
日
々
の

生
活
に
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
度
は
公
開

授
業
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
ま
た
次
回
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

★
★

子
ど
も
た
ち
を
四
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
一
つ
の
グ
ル
ー

プ
は
一
つ
の
作
品
と
そ
の
作
者
に
し
か
出
会
わ
な

か
っ
た
。
自
由
に
観
る
時
間
も
も
ち
ろ
ん
取
っ
て
あ
っ

た
が
、
そ
れ
で
も
制
限
さ
れ
た
時
間
の
中
で
物
足
り

な
か
っ
た
。
言
語
の
隔
た
り
が
な
か
っ
た
ら
も
っ
と

ス
ム
ー
ズ
に
進
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。

★
★
★

鑑
賞
教
育
の
授
業
が
と
て
も
盛
り
上
が
っ
て
い
た
。

台
湾
の
芸
術
教
育
は
ま
だ
ま
だ
と
反
省
さ
せ
ら
れ
る
。

そ
こ
は
こ
れ
か
ら
我
々
が
力
を
入
れ
る
べ
き
と
こ
ろ

で
あ
る
。
教
師
役
を
務
め
た
学
生
た
ち
は
教
職
を
学

ん
で
い
る
い
る
と
は
限
ら
な
い
が
子
ど
も
た
ち
と
の

や
り
と
り
が
と
て
も
良
か
っ
た
。

★小
グ
ル
ー
プ
で
の
授
業
は
学
び
の
質
を
高
め
、
子
ど

も
た
ち
の
考
え
も
わ
か
り
や
す
か
っ
た
。
大
人
数
の

授
業
で
は
ま
だ
実
行
し
づ
ら
い
と
思
い
ま
す
。

★
★
★

日
本
の
美
術
教
育
が
観
ら
れ
る
と
て
も
貴
重
な
経
験

で
し
た
。
こ
の
機
会
を
く
れ
た
武
蔵
野
美
術
大
学
お

よ
び
関
係
者
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

★
★

我
々
の
視
覚
伝
達
芸
術
の
授
業
で
鑑
賞
コ
ー
ナ
ー
に

応
用
す
る
こ
と
は
可
能
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
度
の

國
小

N0,16

女
性

４
８
歳

國
小

No,17

女
性

３
９
歳

國
小

no,18

女
性

４
８
歳

★
★

鑑
賞
教
育
如
何
進
行

導
覽
這
如
何
引
導
或
做
解
說,

以
及
回
答
觀
者
的
提
問

★
★
★

因
為
我
很
想
知
道
「
對
話
式
的
美
術
鑑
賞
」

是
如
何
問
學
生
問
題
，
所
以
我
報
名
了
這
場

研
習
。
在
這
堂
教
學
活
動
中
，
我
看
到
上
課

的
老
師
一
步
步
地
詢
問
學
生
從
作
品
中
看
到

什
麼
？
讓
學
生
去
發
掘
作
品
的
細
節
，
還
有

讓
學
生
觸
摸
作
品
，
感
受
作
品
的
質
感
，
最

後
由
作
者
直
接
分
享
自
己
的
創
作
想
法
，
並

且
讓
創
作
者
和
學
生
互
動
，
我
覺
得
這
些
部

分
都
很
棒
！

★
★

１
．小
學
生
也
可
以
透
過
解
釋
自
己
的
作
品
，

與
別
人
交
流
。

法
，
真
不
錯
。

★
★
★

老
實
說
公
開
教
學
觀
摩
時
，
我
並
沒
有
獲
得

甚
麼
或
感
到
有
興
趣
的
部
分
，
這
也
許
是
現

場
聽
不
懂
日
文
，
然
後
也
聽
不
清
楚
學
生
說

話
的
內
容
吧
…

不
過
在
閱
讀2017

武
藏
野
美
術
大
學
旅
遊

台
灣
後
的
相
關
紀
錄
後
，
收
穫
滿
多
有
讓
我

深
入
思
考
平
時
教
學
帶
學
生
欣
賞
作
品
的
方

式
是
有
待
精
進
改
善
的
。

非
常
認
同
杉
浦
幸
子
教
授
的
文
章
：
「
五
藏

美
行
旅
」in

台
灣
碰
撞
出
的「
違
和
感
」與「
可

能
性
」。

★
★
★

目
前
台
灣
的
藝
術
課
程
很
希
望
能
讓
學
培
養

出
自
己
的
美
感
，
並
且
進
一
步
將
美
感
運
用

在
自
己
的
生
活
中
。
不
過
因
為
我
們
的
課
程

中
大
多
是
以
創
作
為
主
，
安
排
讓
學
生
分
享

和
表
達
自
己
的
想
法
的
時
間
比
較
少
，
我
自

己
的
教
學
中
也
是
比
較
少
讓
學
生
分
享
自
己

的
想
法
，
所
以
我
自
己
的
學
生
這
方
面
的
能

力
也
比
較
缺
乏
。

看
完
這
次
的
教
學
，
我
想
試
著
調
整
課
程
的

時
間
分
配
，
也
讓
學
生
和
學
生
對
話
，
讓
創

作
者
和
觀
賞
者
對
話
，
相
信
這
一
定
會
讓
小

朋
友
對
作
品
有
更
深
的
體
會
和
興
趣
。
另
一

方
面
我
也
會
帶
學
生
試
著
寫
出
或
說
出
自
己

對
藝
術
品
的
想
法
，
讓
學
生
多
多
練
習
表
達

自
己
對
美
的
感
覺
。

謝
謝
武
藏
野
美
術
大
學
讓
我
們
有
機
會
可
以

學
習
到
不
一
樣
的
想
法
，
我
的
收
穫
很
多
！

再
次
感
恩
！

★
★

在
參
觀
之
前
，
我
就
曾
經
嘗
試
讓
學
生
直
接

說
明
自
己
的
作
品
，
然
後
讓
其
他
一
起
欣
賞

★
★

鑑
賞
教
育
の
進
め
方
。

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
仕
方
と
質
問
に
対
す
る

返
事
の
様
子
。

★
★
★

「
対
話
型
美
術
鑑
賞
」
で
は
ど
の
よ
う
に
子
ど
も
た

ち
に
質
問
す
る
の
か
を
か
な
り
興
味
を
持
っ
て
い

て
今
回
の
研
修
会
に
応
募
し
ま
し
た
。
授
業
を
す

る
学
生
が
順
々
に
作
品
か
ら
何
が
見
え
て
く
る
？

と
子
ど
も
た
ち
に
問
い
か
け
る
。
子
ど
も
た
ち
に

作
品
の
デ
ィ
テ
ー
ル
に
着
目
さ
せ
、
質
感
を
感
じ

さ
せ
、
最
後
に
作
者
が
自
分
の
作
品
へ
の
思
い
を

子
ど
も
た
ち
と
共
有
し
話
し
合
う
と
こ
ろ
が
素
晴

ら
し
い
と
思
い
ま
す
。

★
★

１
．
小
学
生
も
自
分
の
作
品
を
説
明
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
他
人
と
交
流
で
き
ま
す
。

研
修
で
新
た
な
教
育
方
に
触
れ
ら
れ
た
。

★
★
★

公
開
授
業
の
時
は
言
語
の
隔
た
り
の
せ
い
か
も
し
れ

な
い
が
正
直
興
味
を
誘
わ
れ
な
か
っ
た
。

そ
の
後
「2017

旅
す
る
ム
サ
ビin

台
湾
」
の
冊
子

を
拝
読
し
た
ら
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
私
が
い
つ
も

授
業
中
で
行
っ
て
い
る
鑑
賞
の
仕
方
を
改
良
す
る
余

地
が
あ
る
の
で
は
と
。

杉
浦
先
生
が
文
章
の
中
で
お
っ
し
ゃ
っ
た
「
旅
す
る

ム
サ
ビin

台
湾
が
あ
ぶ
り
だ
し
た
違
和
感
と
可
能
性
」

に
つ
い
て
す
ご
い
共
感
で
き
ま
し
た
。

★
★
★

最
近
の
台
湾
に
お
け
る
美
術
教
育
は
子
ど
も
た
ち
に

美
意
識
を
持
た
せ
て
日
常
の
生
活
に
生
か
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
今
ま
で
私
た
ち
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

は
子
ど
も
た
ち
の
制
作
を
中
心
に
し
て
自
分
の
考
え

を
伝
え
る
時
間
を
あ
ま
り
あ
げ
ま
せ
ん
で
し
た
。
私

自
身
も
授
業
中
に
自
分
の
考
え
を
あ
ま
り
言
及
し
て

い
ま
せ
ん
。
よ
っ
て
子
ど
も
の
伝
え
る
力
が
弱
い
と

思
い
ま
す
。

今
回
の
公
開
授
業
を
見
て
、
私
は
教
案
の
時
間
割
を

調
整
し
、
子
ど
も
と
作
者
、
子
ど
も
同
士
で
話
し
合

わ
せ
て
み
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
も
作
品
に
つ
い

て
の
考
え
を
深
め
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
い
。
ま
た
、

私
も
子
ど
も
た
ち
に
、
作
品
へ
の
思
い
を
言
葉
に
し

て
美
意
識
を
も
た
せ
た
い
。

こ
の
度
は
新
し
い
考
え
方
を
学
ば
せ
て
も
ら
い
大
い

に
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

★
★

公
開
授
業
の
前
に
も
お
互
い
に
自
分
の
作
品
を
説
明

さ
せ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
鑑
賞
す
る
側
か
ら
質



9 8

國
小

No,19

女
性

３
４
歳

國
小

２
．
透
過
這
樣
的
活
動
，
老
師
可
以
更
了
解

學
生
的
想
法
。

★
★
★

台
灣
的
美
術
課
較
著
重
技
法
與
作
品
成
果
，

即
使
到
高
年
級
的
學
生
對
作
品
的
賞
析
大
多

也
只
能
回
答
出
「
這
作
品
讓
我
感
覺
害
怕∕

快
樂
…
」，
很
表
層
的
感
受
回
答
。

好
奇
，
日
本
教
學
在
這
方
面
如
何
引
導
孩
子

去
分
析
，
對
作
品
提
出
建
議
且
有
自
己
的
觀

點
及
更
高
層
次
的
思
維
去
思
考
。
針
對
欣
賞

教
學
，
短
時
間
內
如
何
引
導
更
深
入
呢
？ 

的
同
學
提
出
問
題
，
接
著
由
作
者
針
對
問
題

來
回
答
。
看
過
這
場
教
學
後
，
我
可
以
讓
學

生
們
先
試
著
猜
猜
作
者
的
作
品
後
，
再
讓
作

者
說
明
自
己
的
作
品
。

不
過
，
學
生
們
年
紀
比
較
小(

小
學
二
年
級

和
三
年
級)

這
樣
的
教
學
比
較
有
難
度
，
學

生
在
討
論
的
過
程
中
，
很
容
易
變
成
提
問
人

和
作
者
之
間
的
兩
人
對
話
，
其
他
一
起
觀
賞

的
學
生
，
會
因
為
覺
得
無
聊
而
失
去
耐
性
，

並
不
會
如
同
教
學
者
所
預
先
設
想
的
一
樣
，

不
說
話
的
學
生
也
會
因
為
聽
著
兩
人
的
對
話

而
增
進
自
己
的
想
法
，
因
此
老
師
必
須
適
時

的
在
課
堂
中
管
理
學
生
秩
序(

這
應
該
台
日

兩
方
的
文
化
不
同
吧
？) 

 

★
★
★

１
．
教
授
提
到
對
作
品
進
行
「
比
較
」，
我

也
覺
得
這
方
法
很
可
行
，
而
且
短
時
間
內
，

學
生
可
以
回
答
出
東
西
。「
比
較
」
作
品
差

異
性
，
學
生
立
即
清
楚
地
能
看
出
異
與
同
的

部
分
，
再
引
導
學
生
去
連
結
自
己
的
經
驗
，

說
出
深
入
的
觀
點
，
而
且
是
屬
於
個
人
的
觀

點
也
較
深
入
。 

２
．
自
己
嘗
試
過
將
詞
彙
用
表
格
式
整
理
，

並
有
段
示
範
短
文
讓
學
生
去
仿
作
，
建
構
語

文
表
達
的
鷹
架
，
可
以
短
時
間
內
讓
孩
子
表

達
得
更
具
體
。

「
這
個
作
品
的
線
條
密
密
麻
麻

0

0

0

0

0

0

0∕

0

線
條
很
粗

0

0

0

0

曠0

，
看
起
來
不
舒
服

0

0

0∕

很
療
癒

0

0

0

，
這
樣
的
風

格
在
原
住
民
的
圖
騰

0

0

0

0

0

0

可
以
看
到
。
這
個
地
方

加
上
太
陽

0

0∕
0

月
亮

0

0

圖
案
會
使
作
品
更
顯
眼
。」

３
．
欣
賞
教
學
的
課
程
價
值
在
「
師
生
對
話

之
中
」，
可
以
促
進
孩
子
思
考
，
聽
到
別
人

的
想
法
。
若
要
孩
子
高
創
作
能
力
，
作
品
獨

特
性
高
，
思
考
力
一
定
得
提
升
。
很
實
用
的

觀
課
經
驗
，國
內
對
於
欣
賞
教
學
文
獻
不
多
，

增
能
了
，
自
己
收
穫
很
多
！

２
．
こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
、
先
生
た
ち

は
子
ど
も
た
ち
の
思
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。

★
★
★

台
湾
で
の
美
術
教
育
は
技
法
と
作
品
の
見
栄
え
を

重
視
し
ま
す
の
で
五
・
六
年
生
に
作
品
を
鑑
賞
さ
せ

て
も
「
楽
し
い
・
怖
い
」
な
ど
表
面
的
な
浅
い
答

え
が
多
い
で
す
。
こ
の
点
に
つ
い
て
日
本
で
は
ど

の
よ
う
に
子
ど
も
た
ち
を
誘
導
し
考
え
ら
せ
る
の

で
し
ょ
う
か
。
鑑
賞
教
育
に
つ
い
で
ど
う
す
れ
ば

短
い
時
間
の
中
で
子
ど
も
た
ち
の
鑑
賞
を
深
め
ら

れ
ま
す
か
。

問
を
し
て
作
者
に
そ
れ
を
答
え
て
も
ら
い
ま
す
。
公

開
授
業
を
見
て
思
っ
た
の
は
、
先
に
作
品
の
作
者
を

当
て
て
み
て
か
ら
作
者
に
作
品
を
説
明
さ
せ
て
み
よ

う
と
思
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
二
年
生
や
三
年
生
な
ど
幼
い
子
供
達
に
と
っ

て
は
難
し
い
と
思
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
話
し
合

い
も
途
中
か
ら
い
つ
の
間
に
か
作
者
と
の
二
人
で
の

対
話
に
な
り
が
ち
で
、
他
の
子
ど
も
は
退
屈
と
思
っ

て
し
ま
い
、
先
生
た
ち
が
思
っ
た
よ
う
な
展
開
に
な

ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
教
師
た
ち

も
鑑
賞
授
業
で
進
行
を
し
っ
か
り
管
理
し
な
け
れ
ば

い
け
ま
せ
ん
。（
日
本
は
台
湾
と
の
状
況
が
異
な
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
。）

★
★
★

１
．
教
授
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
複
数
の
作
品
を
「
比
較
」

す
る
こ
と
が
い
い
と
思
い
ま
す
。
そ
う
す
れ
ば
短
時

間
で
も
た
く
さ
ん
の
答
え
が
出
ま
す
。
作
品
間
の
違

い
を
比
較
し
た
ら
同
じ
よ
う
な
部
分
や
異
な
る
部
分

が
明
確
に
な
り
、
子
ど
も
た
ち
は
そ
れ
ら
を
自
分
の

経
験
と
結
び
付
け
自
分
だ
け
の
考
え
が
述
べ
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

２
．
思
う
こ
と
を
造
形
を
表
現
す
る
言
葉
を
使
っ
て

文
章
に
起
こ
し
子
ど
も
た
ち
に
そ
れ
を
真
似
さ
せ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
文
体
が
わ
か
り
子
ど
も
た
ち
の

表
現
も
具
体
的
に
な
り
ま
し
た
。

「
こ
の
作
品
の
線
は
ぎ
っ
し
り
・
す
か
す
か
し
て
い
て

0

0

0

0

0

00

0

0

0

0

0

0

0

0

気
持
ち
悪
い
・
心
地
よ
い

0

0

0

0

00

0

0

0

0

。
こ
の
よ
う
な
柄
は
原
住

0

0

民
の
象
徴
的
な
文
様

0

0

0

0

0

0

0

0

に
み
ら
れ
る
。
こ
こ
に
太
陽
・

0

00

月0

を
加
え
た
ら
柄
が
強
調
さ
れ
る
。」

３
．
鑑
賞
教
育
の
価
値
は
「
先
生
と
子
ど
も
の
間
の

対
話
」
に
あ
り
、
こ
ど
も
達
に
考
え
さ
せ
、
他
人
の

考
え
を
聞
か
せ
る
と
こ
ろ
で
す
。
子
ど
も
た
ち
の
制

作
能
力
や
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
を
高
め
る
に
は
考
え
る

力
が
必
要
で
す
。
実
に
実
用
性
の
高
い
授
業
で
し
た
。

国
内
で
は
鑑
賞
教
育
に
つ
い
て
の
研
究
が
少
な
い
の

で
非
常
に
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

No,20

男
性

３
５
歳

國
小

No,21

男
性

４
８
歳

國
小

N
o,22

女
性

４
２
歳

國
小

　

★
★

創
作
者
如
何
去
引
導
學
生
發
現
問
題
，
表
達

個
人
感
受
。

創
作
者
如
何
讓
鑑
賞
教
學
活
動
過
程
能
保
持

熱
絡
的
氣
氛
。

★
★
★

學
生
能
嘗
試
發
表
對
藝
術
作
品
的
感
受

★
★
★

教
師
以
開
放
式
的
方
式
引
導
孩
子
看
圖
，
一

開
始
，
小
朋
友
顯
得
拘
謹
，
簡
單
回
答
。

後
來
發
現
，
其
他
孩
子
不
管
說
出
什
麼
答

案
，
老
師
都
給
予
肯
定
及
鼓
勵
。
接
下
來
，

小
朋
友
就
放
心
將
心
中
天
馬
行
空
的
想
法
說

出
來
，
各
種
想
像
都
有
，
每
個
人
都
不
一
樣
。

甚
至
剛
才
沒
發
言
或
不
敢
發
言
的
小
朋
友
，

也
分
享
了
自
己
的
想
法
。

老
師
留
最
後
的
時
間
說
明
他
為
什
麼
這
樣

畫
，雖
然
沒
有
小
朋
友
答
對
創
作
者
的
想
法
，

但
是
，藉
由
孩
子
們
的
觀
察
及
老
師
的
引
導
，

讓
孩
子
發
現
，
原
來
每
個
人
的
視
角
是
如
此

獨
特
，
也
因
為
孩
子
發
表
了
自
己
的
想
法
，

完
全
融
入
整
堂
課
的
氛
圍
，
則
更
期
待
繼
續

聽
大
家
的
想
法
，
專
注
思
考
。

等
到
老
師
揭
曉
，「
原
來
如
此
」
真
相
大
白
，

小
朋
友
有
恍
然
大
悟
的
感
覺
。

看
到
小
朋
友
爭
相
傳
閱
老
師
提
供
的
照
片
實

★
★

鑑
賞
教
學
活
動
中
，
抽
象
作
品
對
於
學
生

(

四
年
級)

而
言
似
乎
有
點
難
度
。

當
天
具
象
作
品
在
教
學
過
程
互
動
上
比
較
有

對
話
，但
在
抽
象
作
品
部
分
就
變
得
較
安
靜
，

不
知
是
否
是
台
灣
的
學
生
在
抽
象
作
品
的
鑑

賞
教
學
機
會
較
少
呢
？
還
是
在
日
本
國
小
部

分
同
樣
有
此
現
象
？

★
★
★

感
謝
日
本
方
面
的
慷
慨
分
享

讓
台
灣
的
我
們
有
所
精
進
增
長

★
★
★

在
台
灣
，
藉
由
觀
察
一
幅
畫
，
整
堂
課
都
在

進
行
「
對
話
」
的
鑑
賞
方
式
，
並
不
多
見
。

大
部
分
是
請
幾
位
孩
子
分
享
完
心
得
，
就
謎

底
揭
曉
。

武
藏
野
大
學
的
「
對
話
式
美
術
鑑
賞
」
發
人

深
省
，
國
語
數
學
課
可
能
有
制
式
的
標
準
答

案
，
但
藝
術
的
解
讀
無
分
國
界
，
每
個
人
都

可
以
經
由
自
己
的
觀
察
而
有
自
己
的
解
讀
，

當
孩
子
認
知
到
「
原
來
別
人
是
這
樣
想
的

啊
！
」
同
時
也
是
一
個
很
好
的
學
習
經
驗
。

這
樣
「
沒
有
標
準
答
案
」
的
一
課
堂
，
或
許

是
我
們
可
以
參
考
並
運
用
的
。

★
★

作
者
は
如
何
に
鑑
賞
者
を
考
え
さ
せ
て
思
い
を
伝

え
る
か
。

作
者
は
如
何
に
鑑
賞
教
育
の
場
を
盛
り
上
げ
る
か
。

★
★
★

子
ど
も
は
作
品
に
つ
い
て
の
思
い
を
口
に
出
し
て

み
た

★
★
★

教
師
側
が
開
放
的
な
導
入
を
し
て
、
子
ど
も
達
は

戸
惑
っ
て
い
て
返
事
も
短
か
っ
た
。

他
の
子
が
ど
ん
な
答
え
を
言
っ
て
も
認
め
ら
れ
る

と
こ
ろ
を
見
た
ら
、
思
っ
た
こ
と
を
遠
慮
せ
ず
言

え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
内
容
は
十
人
十
色
で
あ
っ

て
今
ま
で
声
を
発
せ
な
か
っ
た
子
も
自
分
の
思
い

を
言
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

学
生
は
最
後
に
制
作
の
意
図
を
説
明
す
る
。
子
ど

も
達
は
自
分
が
コ
メ
ン
ト
し
な
く
て
も
他
人
の
考

え
が
こ
れ
だ
け
違
う
こ
と
に
気
づ
き
ま
す
。
み
ん

な
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
が
あ
っ
て
、
お
互
い
に
意
見

を
言
い
合
う
こ
と
で
授
業
の
展
開
が
楽
し
み
ま
す
。

最
後
の
作
者
の
発
言
で
「
な
る
ほ
ど
」
と
思
い
ま

し
た
。

こ
ど
も
達
が
学
生
が
持
参
し
た
写
真
を
見
た
く
て

そ
れ
を
取
り
合
っ
て
い
た
。
彼
ら
は
き
っ
と
こ
ん

な
に
も
多
い
画
像
や
情
報
を
一
枚
の
絵
に
入
れ
込

め
る
こ
と
に
不
思
議
が
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。

★
★

鑑
賞
活
動
を
行
っ
た
時
、
抽
象
的
な
作
品
は
四
年
生

の
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
難
し
か
っ
た
。

当
日
は
具
象
的
な
作
品
を
鑑
賞
し
て
い
た
グ
ル
ー
プ

の
方
が
盛
り
上
が
っ
て
い
た
が
、
抽
象
系
の
作
品
に

な
る
と
静
か
に
な
り
が
ち
。
台
湾
の
子
ど
も
が
抽
象

的
な
作
品
を
見
る
機
会
が
少
な
い
の
が
問
題
か
？
日

本
で
も
同
じ
現
象
に
な
っ
て
い
ま
す
か
？

★
★
★

良
い
お
手
本
を
紹
介
い
た
だ
き
台
湾
を
ま
た
一
歩
進

め
さ
せ
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

★
★
★

授
業
で
絵
を
鑑
賞
し
、
子
ど
も
た
ち
の
間
で
対
話
し

合
う
の
は
台
湾
で
は
あ
ま
り
見
な
い
や
り
方
で
す
。

ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
何
人
か
の
子
ど
も
に
感
想
を
言
っ

て
も
ら
っ
て
先
生
か
ら
「
正
解
」
を
伝
え
る
。

武
蔵
野
美
術
大
学
か
ら
の
「
対
話
式
美
術
鑑
賞
」
に

シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
。
国
語
や
数
学
な
ど
に
正

解
は
あ
る
が
、
芸
術
は
ど
の
国
で
も
正
解
が
な
く
一

人
一
人
が
異
な
る
答
え
を
持
つ
。「
他
の
人
は
こ
う
い

う
こ
と
考
え
て
い
る
ん
だ
！
」
と
い
う
こ
と
を
こ
ど

も
達
に
意
識
さ
せ
る
の
も
い
い
経
験
に
な
る
と
思
う
。

こ
の
「
正
解
の
な
い
授
業
」
が
と
て
も
我
々
の
参
考

に
な
っ
た
。
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No,23

女
性

４
０
歳

國
小

No,24

女
性

３
８
歳

國
中

No,25

女
性

３
９
歳

國
小

景
，
一
定
覺
得
創
作
者
竟
然
可
以
把
多
張
照

片
的
影
像
融
合
畫
在
一
張
圖
畫
裡
，
大
開
眼

界
。

★
★
★

１
．
看
到
公
開
教
學
帶
領
者
的
個
人
作
品
，

發
現
到
每
位
藝
術
創
作
者
的
背
景
有
不
同
的

風
格
和
特
色
，
對
於
學
生
在
藝
術
思
維
上
有

許
多
的
啟
發
。

２
．
有
機
會
讓
孩
子
與
創
作
者
做
最
親
近
的

對
話
，
那
是
難
人
可
貴
的
學
習
；
除
了
表
達

自
己
對
於
藝
術
作
品
的
鑑
賞
之
外
，
也
可
以

最
真
切
地
聽
到
創
作
者
的
想
法
。

３
．
透
過
對
話
式
教
學
法
的
激
盪
，
在
孩
子

創
作
前
就
給
予
這
樣
的
刺
激
與
引
導
，
是
個

有
深
度
和
廣
度
的
啟
發
教
學
。

★
★
★

這
堂
課
中
最
特
別
的
是
將
創
作
者
直
接
帶
入

教
室
和
觀
賞
者(

學
生)

對
話
及
分
享
創
作

理
念
。

在
學
校
的
美
術
課
中
，
鑑
賞
課
程
大
都
由
老

師
選
取
好
畫
作
或
藝
術
家
後
，
依
據
畫
家
的

創
作
。

內
容
或
背
景
，
像
導
覽
一
般
去
帶
領
學
生
賞

析
畫
作
，
而
次
的
公
開
教
學
中
卻
是
讓
觀
者

先
去
。

觀
賞
及
找
出
畫
中
自
己
感
興
趣
之
處
，
透
過

提
問
理
解
創
作
者
的
想
法
。

★
★
★
如
何
引
導
學
生
說
出
對
作
品
的
想

法
的
過
程
及
授
課
老
師
給
學
生
的
回
饋(

內

容)

是
什
麼
。

★
★
★

１
．透
過
不
同
國
家
的
教
學
法
來
進
行
交
流
，

是
個
相
當
難
得
的
經
驗
。

２
．
看
到
日
本
培
養
美
術
教
育
的
新
思
維
，

提
醒
在
教
學
現
場
的
我
，
如
何
多
讓
孩
子
表

達
不
同
想
法
與
結
合
個
人
創
意
，創
作
媒
材
，

是
自
己
在
未
來
教
學
上
一
大
學
習
和
提
醒
。

★
★
★

１
．
在
台
灣
，
國
中
的
美
術
課
由
一
位
美
術

教
師
負
責
授
課
及
引
導
，
若
沒
有
其
他
的
相

關
專
長
教
師
一
起
入
班
協
同
教
學
的
話
，
以

一
班
約25

名
同
學
為
例
，
不
容
易
兼
顧
到

分
組
觀
賞
及
討
論
的
品
質
。

２
．
這
次
觀
摩
教
學
，
帶
入
了
對
話
模
式
，

而
且
是
以
大
學
生
來
帶
領
這
活
動
，
讓
參
與

的
學
生
對
觀
看
的
作
品
感
覺
更
親
切
，
進
而

拉
近
對
藝
術
欣
賞
的
距
離
感
。

３
．
建
議
下
次
也
能
選
擇
一
所
國
中
參
與
此

類
的
活
動
。

★
★
★

鑑
賞
課
程
本
就
不
易
實
施
，
甚
至
很
容
易
流

於
〝
說
話
課
〞，
有
機
會
見
識
教
學
先
進
的

公
開
授
課
機
會
實
屬
難
得
，
藉
由
這
個
機
會

得
以
教
學
相
長
，
反
思
檢
討
自
己
的
教
學
模

式
。
非
常
感
謝
成
就
這
樁
美
事
的
所
有
人
！

★
★
★

１
．
公
開
授
業
で
作
品
を
シ
ェ
ア
し
て
く
れ
た
作

者
達
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
背
景
を
持
ち
そ
れ
ぞ
れ
の

作
風
と
特
徴
が
あ
る
。
そ
れ
が
子
ど
も
達
に
い
い

刺
激
を
与
え
た
と
思
う
。

２
．
こ
ど
も
達
に
と
っ
て
作
者
と
直
接
話
せ
る
機

会
は
と
て
も
稀
で
あ
る
。
自
分
の
感
想
も
言
え
て

作
者
自
身
の
考
え
も
聞
け
る
。

⒊　

対
話
式
鑑
賞
教
育
は
何
か
を
創
作
す
る
前
の

子
ど
も
達
に
い
い
刺
激
、
い
い
手
本
に
な
っ
て
、

視
野
を
広
げ
ら
れ
る
。

★
★
★

こ
の
授
業
で
最
も
特
別
な
と
こ
ろ
は
作
者
が
直
接

に
教
室
に
入
り
、
創
作
理
念
を
子
ど
も
た
ち
に
話

す
こ
と
。

小
中
学
校
で
の
美
術
鑑
賞
授
業
で
は
先
生
が
事
前

に
作
品
と
作
者
を
選
び
、
そ
の
作
家
さ
ん
の
背
景

や
創
作
背
景
か
ら
子
ど
も
た
ち
に
作
品
の
見
方
を

教
え
る
こ
と
が
多
い
。
今
回
の
公
開
授
業
は
逆
に

鑑
賞
者
が
作
品
に
惹
か
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
出
発
し
、

質
問
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
作
者
の
思
い
を
理
解
さ

せ
る
。

★
★
★

「
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
子
ど
も
た
ち
が
作
品
に
つ
い

て
思
っ
て
い
る
こ
と
を
話
す
よ
う
に
誘
導
で
き
る

か
」
と
「
子
ど
も
た
ち
は
先
生
か
ら
何
の
学
ん
だ

の
か
」

★
★
★

１
．
異
国
の
教
育
方
法
で
異
文
化
交
流
が
進
む
の
は

滅
多
に
な
い
経
験
だ
。

２
．
日
本
に
お
け
る
美
術
教
育
の
行
い
方
が
そ
の
場

に
立
ち
会
っ
た
私
に
い
い
刺
激
を
与
え
た
。
こ
ど
も

達
が
自
分
の
思
い
や
考
え
を
伝
え
合
い
、
各
々
異
な

る
考
え
か
ら
新
た
な
考
え
が
生
ま
れ
る
。
そ
れ
を
い

か
に
彼
ら
の
ク
リ
エ
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
や
オ
リ
ジ
ナ
リ

テ
ィ
と
結
び
つ
け
ら
れ
る
か
が
こ
れ
か
ら
の
私
の
課

題
に
な
る
。

★
★
★

１
．
台
湾
の
中
学
校
に
お
け
る
美
術
教
育
は
一
人
の

先
生
が
担
当
し
て
い
て
、
他
の
サ
ポ
ー
タ
ー
が
い
な

い
限
り
一
ク
ラ
ス
２
５
人
の
教
室
で
こ
の
よ
う
な
鑑

賞
授
業
を
行
う
の
は
難
し
い
と
思
う
。

２
．
今
回
の
公
開
授
業
は
大
学
生
た
ち
に
よ
っ
て
行

な
わ
れ
た
上
、
対
話
の
要
素
を
持
ち
込
ん
で
い
る
の

で
子
ど
も
た
ち
に
親
近
感
を
持
た
せ
て
美
術
鑑
賞
と

の
距
離
を
縮
め
た
と
思
う
。

３
．
も
し
も
次
回
が
あ
れ
ば
中
学
校
で
も
こ
の
よ
う

な
イ
ベ
ン
ト
を
開
い
て
ほ
し
い
。

★
★
★

ど
う
し
て
も
鑑
賞
授
業
は
「
話
を
聞
か
せ
る
授
業
」

に
な
り
が
ち
だ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
ス
ム
ー
ズ
に
授

業
が
進
む
鑑
賞
授
業
の
手
本
を
見
る
事
が
で
き
て
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
自
分
の
教
育

方
法
を
省
み
る
こ
と
が
で
き
た
。

No,26

女
性

３
９
歳

國
小

No,27

女
性

３
４
歳

國
小

★
★
★

在
台
灣
，藝
術
教
育
偏
重
於
技
術
層
次
練
習
，

對
藝
術
鑑
賞
部
分
也
偏
重
由
教
師
講
述
，
學

生
對
藝
術
作
品
的
體
驗
容
易
受
到
教
師
的
引

導
而
隨
著
授
課
老
師
的
方
向
思
考
，
多
元
化

的
思
考
不
容
易
顯
見
。
藉
由
此
次
武
藏
野
美

術
大
學
公
開
教
學
活
動
，
讓
我
感
受
到
尊
重

學
生
的
獨
立
思
考
的
重
要
，
以
及
透
過
學
生

間
的
對
話
來
激
發
學
生
更
多
的
想
法
。
教
師

的
功
能
則
是
扮
演
好
鼓
勵
學
生
發
言
和
統
整

學
生
的
看
法
。

另
外
，
在
台
灣
，
由
創
作
者(

小
學
生)

自

己
解
說
自
己
的
作
品
，
這
類
型
的
藝
術
鑑
賞

模
式
雖
常
見
，
但
對
於
小
學
生
本
身
而
言
不

是
一
件
容
易
的
事
，
因
此
如
何
鼓
勵
學
生
和

訓
練
學
生
表
達
自
己
的
創
作
作
品
，
則
是
藝

術
教
育
領
域
必
須
再
努
力
。

★
★
★

「
對
話
式
的
美
術
鑑
賞
」，
我
最
感
興
趣
的
面

向
，
為
下
列
兩
點
。

１
．
教
師
如
何
引
導
孩
子
，
進
行
細
緻
的
作

品
觀
察
，
幫
助
孩
子
在
這
之
中
，
找
到
作
品

和
自
身
共
鳴
或
產
生
連
結
之
處
。

２
．教
師
如
何
在
每
一
次
和
學
生
的
對
話
中
，

提
供
學
生
開
放
性
的
提
問
。
身
為
教
師
「
如

何
問
好
的
問
題
」，
進
而
引
發
孩
子
多
面
向

的
思
考
，
觀
察
及
包
容
，
尊
重
，
是
我
特
別

感
興
趣
的
。

★
★
★

此
次
的
對
話
式
公
開
教
學
模
式
也
可
說
是

「
分
享
式
」
的
教
學
模
式
。
學
生
們
針
對
一

幅
作
品
與
作
者
進
行
焦
點
式
的
對
談
，
分
享

彼
此
的
感
受
，
這
與
課
堂
上
拿
其
他
藝
術
家

的
作
品
進
行
藝
術
鑑
賞
教
學
相
比
較
有
著
完

全
不
同
的
效
果
，
學
生
獲
得
的
感
受
力
也
不

相
同
。
或
許
在
台
灣
，
可
以
試
著
邀
請
其
它

班
級
學
生
創
作
者
到
藝
術
課
堂
上
，
與
同
學

們
一
同
討
論
創
作
的
過
程
與
喜
悅
。
相
信
對

小
學
生
而
言
，
藝
術
鑑
賞
課
程
將
是
一
堂
有

趣
的
課
。

★
★
★

１
．
關
於
「
對
話
式
的
美
術
鑑
賞
」
採
行
的

是
教
師
與
藝
術
家
一
起
合
作
，
帶
領
孩
子
進

行
藝
術
作
品
的
賞
析
。
在
公
開
觀
課
教
學
過

程
，
我
發
現
孩
子
能
因
與
藝
術
家
親
近
的
臨

場
感
，
而
更
勇
於
對
作
品
天
馬
行
空
地
提
出

疑
問
。

孩
子
們
透
過
與
藝
術
家
直
接
的
互
動
，
產
出

疑
惑
，
並
立
即
獲
得
解
惑
。
也
發
現
，
孩
子

們
除
了
由
教
師
的
提
問
作
思
考
外
，
也
能
在

同
儕
的
問
題(

更
貼
近
孩
子
立
場)

中
，
進

入
豐
富
層
次
和
不
同
面
向
的
思
考
。
整
體
的

教
學
學
習
，
在
這
樣
的
互
動
中
，
逐
次
地
反

覆
反
思
，
提
問
，
不
斷
的
循
環
，
更
有
效
地

帶
領
孩
子
成
長
。

此
外
，
藝
術
家
也
因
為
孩
子
的
提
問
，
獲
得

不
同
的
視
野
；
甚
至
因
孩
子
不
同
的
想
法
，

促
使
自
己
與
作
品
產
生
新
穎
的
連
結
。 

★
★
★

台
湾
で
は
、
美
術
の
授
業
内
容
は
ス
キ
ル
の
練
習

が
多
い
。
鑑
賞
授
業
が
あ
っ
て
も
先
生
が
一
方
的

に
説
明
す
る
こ
と
が
一
般
的
で
、
子
ど
も
た
ち
の

感
想
は
先
生
の
言
葉
に
影
響
さ
れ
が
ち
で
、
オ
リ

ジ
ナ
リ
テ
ィ
に
富
ん
だ
答
え
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ

な
い
。
今
回
の
公
開
授
業
に
よ
っ
て
、
子
ど
も
た

ち
は
自
分
の
答
え
が
大
切
だ
と
感
じ
る
よ
う
に
な

り
、
子
ど
も
た
ち
の
間
で
行
う
対
話
が
さ
ら
に
多

く
の
考
え
を
引
き
出
す
瞬
間
を
見
届
け
た
。
先
生

の
役
割
は
子
ど
も
た
ち
の
発
言
を
励
ま
し
た
り
、

考
え
を
整
理
さ
せ
る
こ
と
だ
。

そ
れ
か
ら
、
子
ど
も
が
自
分
の
作
品
を
紹
介
す
る

授
業
は
台
湾
の
小
学
校
に
は
あ
る
が
、
彼
ら
に
と
っ

て
そ
れ
は
決
し
て
た
や
す
い
こ
と
で
は
な
い
。
な

の
で
、
子
ど
も
た
ち
を
励
ま
し
て
自
分
の
作
品
を

伝
え
る
よ
う
に
練
習
さ
せ
る
こ
と
は
美
術
教
育
の

努
力
す
べ
き
と
こ
ろ
だ
。

★
★
★

「
対
話
型
美
術
鑑
賞
」
に
つ
い
て
次
の
二
つ
の
こ
と

に
興
味
を
も
っ
た
。

１
．
子
ど
も
た
ち
が
作
品
を
細
か
く
観
察
し
、
作

品
と
自
分
自
身
の
経
験
と
を
結
び
つ
け
る
に
至
る

ま
で
、
先
生
は
ど
の
よ
う
な
サ
ポ
ー
ト
を
し
た
の

か
。

２
．
先
生
は
毎
回
正
解
の
な
い
質
問
を
す
る
。
先

生
と
し
て
「
い
い
質
問
を
す
る
」
こ
と
は
子
ど
も

の
観
察
力
と
思
考
、
他
人
の
発
言
を
受
け
入
れ
尊

重
す
る
こ
と
に
も
繋
が
る
。

★
★
★

今
回
の
公
開
授
業
は
「
シ
ェ
ア
式
」
の
教
育
と
も
言

え
る
だ
ろ
う
。
子
ど
も
た
ち
は
一
つ
の
作
品
だ
け
を

見
て
、
自
分
た
ち
で
考
え
を
シ
ェ
ア
し
、
さ
ら
に
作

者
と
も
会
話
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
い
つ
も
の
有
名

な
芸
術
家
の
作
品
を
紹
介
す
る
授
業
と
比
べ
て
こ
の

授
業
の
効
果
は
著
し
い
。
台
湾
で
は
、
他
の
ク
ラ
ス

の
子
ど
も
の
作
品
を
持
っ
て
き
て
、
創
作
時
に
考
え

て
い
る
こ
と
を
シ
ェ
ア
し
た
り
す
る
が
で
き
る
と
思

う
。
そ
う
す
れ
ば
美
術
鑑
賞
の
授
業
は
小
学
生
た
ち

に
と
っ
て
楽
し
い
授
業
に
も
な
る
だ
ろ
う
。

★
★
★

１
．「
対
話
型
美
術
鑑
賞
」
で
行
わ
れ
た
の
は
先
生
お

よ
び
作
者
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
美
術
作
品

の
鑑
賞
だ
。
作
者
が
い
る
の
で
子
ど
も
達
は
ど
ん
な

質
問
で
も
言
え
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
こ
の
公
開
授

業
で
拝
見
し
た
。

作
者
に
直
接
聞
け
る
の
で
発
言
は
活
発
だ
っ
た
。
先

生
に
聞
か
れ
た
質
問
だ
け
で
な
く
、
立
場
の
近
い
友

達
の
発
言
か
ら
も
こ
ど
も
達
は
色
々
な
こ
と
を
連
想

す
る
。
授
業
中
の
質
問
に
よ
る
思
考
と
答
え
の
繰
り

返
し
の
中
で
確
実
に
こ
ど
も
達
を
効
率
良
く
成
長
さ

せ
た
。

そ
れ
か
ら
、
作
者
も
子
ど
も
た
ち
の
質
問
に
よ
っ
て

新
し
い
視
点
で
作
品
が
見
え
て
く
る
。
こ
ど
も
た
ち

の
言
葉
で
視
野
を
広
げ
ら
れ
る
。

子
ど
も
も
先
生
も
作
者
も
、
こ
の
無
限
な
可
能
性
に

満
ち
た
対
話
の
中
で
美
術
の
世
界
を
深
め
ら
れ
雰
囲

気
の
よ
い
有
意
義
な
授
業
だ
っ
た
。
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No,28

女
性

３
９
歳

國
小

No,29

女
性

４
０
歳

國
小

★
★
★

１
．
作
者
能
現
身
與
小
朋
友
對
話
，
讓
學
生

對
作
品
的
認
識
與
作
者
想
達
的
情
感
或
思
想

有
進
一
步
的
體
認

２
．
美
術
作
品
的
展
示
多
元
，不
限
於
畫
作
，

亦
有
影
像
及
繪
本
，
多
元
的
形
式
對
引
發
學

生
學
習
興
趣
有
助
益

★
★
★

１
．
對
話
式
的
美
術
鑑
賞
教
學
對
於
拓
展
學

生
眼
光
視
野
，
有
相
當
大
的
助
益
。

２
．
進
行
這
樣
的
教
學
模
式
時
「
老
師
的
提

問
」，「
如
何
提
問
」，「
提
問
的
內
容
」，「
是

否
介
入
學
生
討
論
」
…
等
幾
個
面
向
是
非
常

關
鍵
的
，
想
更
深
入
了
解
進
行
這
樣
的
課
程

時
教
師
如
何
選
擇
，
安
排
有
層
次
的
提
問
問

題
？

不
論
是
孩
子
，
教
師
，
藝
術
家
，
都
能
在
這

樣
的
無
限
可
能
性
的
對
話
中
，
彼
此
獲
得
藝

術
的
滋
養
。
我
覺
得
這
是
非
常
好
的
課
堂
氛

圍
，
及
藝
術
風
景
！

２
．
在
公
開
觀
課
中
，
使
用
的
是
當
代
藝
術

作
品
進
行
鑑
賞
教
學
素
材
。我
也
會
去
思
考
，

若
是
非
當
代
美
術
作
品
，
例
如
在
美
術
史
中

的
經
典
作
品
。
要
如
何
運
用
「
對
話
式
的
美

術
鑑
賞
」
呢
。

３
．
在
公
開
觀
課
中
，
發
現
日
本
武
藏
野
美

術
大
學
的
教
學
教
師
，
其
自
身
也
是
藝
術
創

作
者
。
那
麼
，
我
也
會
特
別
好
奇
，
在
「
對

話
式
的
美
術
鑑
賞
」
的
運
作
方
式
，
是
否
也

有
可
能
，
是
教
師
即
兼
藝
術
家
的
方
式
，
進

行
教
學
呢
？
或
者
「
對
話
式
的
美
術
鑑
賞
」

是
適
合
於
置
入
兩
位
角
色(

教
師
，藝
術
家)

一
同
在
課
堂
，
透
過
不
同
角
色
介
入
，
教
學

節
奏
的
轉
換
，
使
藝
術
鑑
賞
的
實
踐
更
趨
完

善
呢
？

★
★
★

１
．
由
「
外
國
人
」
來
上
課
，
很
特
別
！
發

現
學
生
很
有
興
趣

２
．
對
話
式
的
美
術
教
學
藉
由
層
層
深
入
來

引
導
學
習
，
比
起
單
純
由
教
師
口
述
指
導
還

要
有
教
學
效
果
，
是
值
得
推
薦
的
方
法

★
★
★

感
謝
武
藏
野
美
術
大
學
的
教
授
及
學
生
們
示

範
這
麼
棒
的
公
開
教
學
，
當
天
採
分
組
進
行

對
話
，
受
限
於
時
間
，
空
間
和
語
言
隔
閡
，

無
法
從
頭
到
尾
觀
察
每
一
組
的
對
話
過
程
，

比
較
可
惜
，
希
望
未
來
有
更
多
其
他
方
式
或

管
道
進
一
步
完
整
地
了
解
「
對
話
式
的
美
術

鑑
賞
」
教
學
方
式
。

★
★
★

１
．
作
者
が
登
場
し
て
自
分
の
気
持
ち
を
子
ど
も

た
ち
に
伝
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
作
品
へ
の
認
識
が

深
ま
る
。

２
．
美
術
作
品
は
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
富
ん
で
い

た
。
絵
に
限
ら
ず
、
動
画
や
絵
本
の
作
品
も
あ
っ

て
子
ど
も
た
ち
の
興
味
を
引
い
た
。

★
★
★

１
．
対
話
式
美
術
鑑
賞
教
育
は
子
ど
も
た
ち
の
視

野
を
広
げ
て
と
て
も
有
意
義
で
あ
る
。

２
．
こ
の
よ
う
な
授
業
で
は
「
先
生
の
質
問
」「
質

問
の
仕
方
」「
質
問
内
容
」「
こ
ど
も
た
ち
の
話
し

合
い
に
ど
の
よ
う
に
口
を
挟
む
か
」
な
ど
が
ポ
イ

ン
ト
と
な
る
。
考
え
さ
せ
る
よ
う
な
質
問
の
選
び

方
に
つ
い
て
詳
し
く
知
り
た
い
。

２
．
現
代
美
術
の
作
品
が
公
開
授
業
で
使
わ
れ
て
い

た
が
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
な
作
品
で
あ
れ
ば
ど
う
や
っ
て

「
対
話
式
美
術
鑑
賞
」
で
授
業
を
進
め
る
か
も
考
え
て

み
た
。

３
．「
対
話
型
鑑
賞
教
育
」
は
教
師(

フ
ァ
シ
リ
テ
イ

タ
ー)

で
も
あ
り
、
作
者
で
も
あ
り
、
両
方
の
立
場
を

踏
ま
え
て
考
え
出
し
た
教
育
法
か
も
し
れ
な
い
。
そ

れ
は
武
蔵
野
美
術
大
学
の
教
師
（
学
生
）
自
身
が
作

者
さ
ん
で
も
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
私
が
思
っ
た
こ
と

だ
。
あ
る
い
は
、「
対
話
型
美
術
鑑
賞
」
は
教
室
の
中

に
先
生
役
と
作
者
役
が
同
時
に
い
る
時
に
行
わ
れ
、

二
つ
の
役
割
の
転
換(

教
師
・
作
者
）
に
よ
っ
て
営
む

授
業
で
あ
ろ
う
か
？

★
★
★

１
．
海
外
の
人
に
よ
る
授
業
は
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
特
別
で
面
白
い
。

２
．
対
話
型
美
術
鑑
賞
教
育
は
考
え
さ
せ
る
こ
と
を

誘
導
す
る
教
育
法
で
あ
っ
て
、
先
生
が
一
方
的
に
紹

介
す
る
よ
り
効
果
的
だ
。

★
★
★

武
蔵
野
美
術
大
学
の
先
生
と
学
生
さ
ん
が
素
晴
ら
し

い
模
範
授
業
を
し
て
頂
い
た
こ
と
に
感
謝
致
し
ま
す
。

時
間
や
会
場
、
言
語
の
問
題
に
よ
っ
て
全
て
の
グ
ル
ー

プ
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
機
会
が
あ
っ

た
ら
こ
れ
か
ら
も
「
対
話
型
美
術
鑑
賞
」
に
つ
い
て

知
っ
て
い
き
た
い
。

N
o,30

女
性

３
６
歳

國
小

No,31

女
性

４
８
歳

國
小

N
o,32

女
性

５
６
歳

國
小

★
★
★

日
本
教
師
與
台
灣
學
生
的
互
動
。
師
生
一
問

一
答
間
有
許
多
意
想
不
到
的
火
花
，
日
本
教

師
的
提
問
能
激
發
學
生
的
思
考
，
學
生
的
反

饋
也
讓
老
師
們
收
穫
良
多
。

★
★
★

直
接
與
藝
術
家(

創
作
者)

面
對
面
對
話
的

藝
術
鑑
賞
教
學
歷
程
，
讓
藝
術
真
正
回
歸
創

作
者
與
欣
賞
者
的
交
流
溝
通
與
理
解
，
找
回

彼
此
對
藝
術
的
自
我
認
知
，
分
享
與
學
習
。

★
★
★

我
一
直
對
這
樣
的
對
話
型
鑑
賞
非
常
感
興

趣
。
能
考
進
武
藏
野
美
術
大
學
的
學
生
都
有

一
定
的
美
術
基
礎
知
識
，
正
是
這
樣
的
他
們

才
能
帶
來
這
樣
的
活
動
吧
。
說
不
定
能
從
一

面
繼
承
了
傳
統
的
知
識
與
技
術
，
一
面
接
受

著
最
先
進
的
美
術
教
育
的
他
們
的
作
品
中
看

到
未
來
的
美
術
的
發
展
方
向
。
希
望
這
樣
的

活
動
能
再
持
續
下
去
。
謝
謝
遠
赴
台
灣
的
各

位
。

★
★
★

謝
謝
武
藏
野
美
術
大
學
讓
台
灣
的
老
師
們
有

這
個
機
會
觀
摩
，
會
後
的
交
流
分
享
對
教
學

也
十
分
有
益
，
非
常
希
望
還
能
再
看
到
如
此

精
彩
的
課
程
。
如
果
還
有
機
會
，
希
望
能
看

到
除
了
鑑
賞
以
外
的
課
程
，
如
技
巧
示
範
演

練
等
。
謝
謝
主
辦
單
位
，
辛
苦
了
。

★
★
★

第
一
次
接
觸
「
對
話
式
的
美
術
鑑
賞
」
教
學

活
動
，
切
身
感
受
真
正
回
歸
「
原
創
」
的
藝

術
交
流
分
享
，
敬
佩
日
本
藝
術
教
育
對
學
習

者
中
心
的
重
視
與
實
踐
，
在
師
生
彼
此
聚
焦

藝
術
作
品
，打
開
一
場
對
話
式
的
藝
術
之
旅
，

過
程
中
的
理
念
溝
通
，
價
值
澄
清
與
焦
點
對

話
，
滿
足
雙
方
的
學
習
需
求
與
渴
望
，
沒
有

藝
術
旁
觀
者
或
主
觀
者
的
批
判
與
評
價
，
是

一
場
非
常
棒
的
深
度
教
學
。
但
對
於
師
生
彼

此
對
話
中
，溝
通
語
言
的
理
解
與
傳
達
詮
釋
，

尚
須
透
過
更
多
的
教
學
經
驗
才
能
提
高
品
質

與
成
效
。

★
★
★

我
很
喜
歡
像
是
對
話
試
美
術
鑑
賞
教
學
這
樣

的
課
程
。
在
我
自
己
的
班
上
也
進
行
過
類
似

的
教
學
。
讓
小
學
將
自
己
畫
完
的
做
敏
掛
在

黑
板
上
，
再
讓
其
他
的
小
朋
友
們
互
享
討
論

分
享
自
己
的
想
法
。
我
深
信
這
樣
的
課
程
能

讓
小
朋
友
們
很
感
興
趣
。

★
★
★

日
本
人
の
学
生
と
台
湾
人
の
子
供
の
間
で
は
予
想

外
の
化
学
反
応
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
。
先
生
か
ら

の
質
問
は
子
供
の
思
考
に
刺
激
を
与
え
、
子
供
の

答
え
は
ま
た
先
生
の
勉
強
に
な
る
。

★
★
★

作
者
と
直
接
交
流
で
き
る
授
業
で
作
者
と
鑑
賞
者

が
理
解
し
合
い
、
お
互
い
の
美
術
に
関
す
る
認
識

が
共
有
で
き
る
。

★
★
★

こ
の
よ
う
な
対
話
型
鑑
賞
の
イ
ベ
ン
ト
に
と
て
も

興
味
が
あ
っ
た
。
武
蔵
野
美
術
大
学
の
学
生
は
美

術
の
基
礎
知
識
も
し
っ
か
り
身
に
つ
け
て
い
る
か

ら
こ
そ
で
き
る
と
思
う
。
伝
統
を
継
承
し
、
最
先

端
の
美
術
教
育
を
受
け
て
い
る
彼
ら
こ
そ
が
未
来

を
切
り
開
い
て
い
く
の
だ
ろ
う
。
学
生
達
が
展
示

し
た
作
品
に
よ
っ
て
、
こ
れ
か
ら
の
美
術
は
ど
う

進
ん
で
い
く
の
か
が
わ
か
る
か
も
知
れ
な
い
。
こ

れ
か
ら
も
こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
る
事

を
期
待
し
て
い
る
。
台
湾
に
来
て
い
た
だ
き
あ
り

が
た
い
と
思
い
ま
す
。

★
★
★

武
蔵
野
美
術
大
学
が
台
湾
の
教
師
に
授
業
を
見
せ
、

そ
し
て
授
業
後
の
討
議
が
非
常
に
有
益
だ
っ
た
。
も

し
次
回
が
あ
れ
ば
も
う
一
度
授
業
に
立
ち
会
い
た
い
。

授
業
の
仕
方
以
外
い
に
授
業
の
コ
ツ
や
ポ
イ
ン
ト
も

知
り
た
い
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

★
★
★

「
対
話
型
美
術
鑑
賞
」
と
初
め
て
出
会
っ
た
。
美
術
の

核
心
に
触
れ
た
授
業
の
共
有
だ
。
日
本
の
美
術
教
育

が
子
ど
も
の
考
え
を
尊
重
す
る
と
こ
ろ
が
す
ご
い
と

思
う
。
思
う
こ
と
を
話
し
合
い
、
価
値
観
を
理
解
し

合
い
、
そ
し
て
対
話
が
盛
り
上
が
る
こ
と
で
作
者
も

鑑
賞
者
も
た
く
さ
ん
勉
強
に
な
る
。
主
観
的
な
価
値

観
の
押
し
つ
け
が
な
く
と
て
も
い
い
授
業
だ
っ
た
。

言
語
の
隔
た
り
が
惜
し
か
っ
た
。
経
験
を
重
ね
る
事

で
そ
の
よ
う
な
問
題
も
な
く
な
る
だ
ろ
う
。

★
★
★

「
対
話
式
美
術
鑑
賞
」
の
よ
う
な
授
業
が
好
き
だ
。
私

の
ク
ラ
ス
で
も
似
た
授
業
を
行
っ
た
。
小
学
生
が
作

品
を
完
成
し
た
ら
黒
板
に
掛
け
て
も
ら
い
、
他
の
み

ん
な
に
そ
れ
ぞ
れ
の
感
想
に
言
っ
て
も
ら
い
交
流
さ

せ
る
。
こ
う
い
う
授
業
は
生
徒
た
ち
の
興
味
を
引
き

出
す
。
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No,33
女
性

３
９
歳

國
小

No,34

女
性

４
０
歳

國
小

N
o,35

女
性

４
６
歳

國
小

★
★
★

最
感
興
趣
的
部
份
有
兩
個
，
一
個
是
一
位
女

大
學
生
的
自
畫
像
，
畫
得
超
可
愛
且
有
立
體

感
，
而
且
她
的
個
人
手
扎
用
圖
畫
來
紀
錄
她

的
生
活
，
畫
風
超
級
可
愛
和
有
趣

第
二
個
是
一
個
應
是
台
灣
留
日
的
大
學
生
的

畫
作
，
畫
中
有
不
同
角
度
的
視
野
聚
集
在
同

一
平
面
上
，
非
常
多
層
面
的
畫
風
，
也
讓
看

畫
的
人
增
添
許
多
不
同
可
能
的
想
像
空
間
。

學
生
的
想
法
很
多
元
，
畫
家
也
有
分
享
她
作

畫
時
的
想
法
，
她
對
於
學
生
解
讀
這
副
畫
的

內
容
是
如
此
的
不
同
而
感
到
驚
奇
，
透
過
想

法
的
分
享
，
彼
此
都
有
相
當
大
的
收
穫
。

★
★
★

１
．
透
過
圖
片
，
觀
察
，
進
行
「
中
日
文
化

差
異
」
之
比
較
。

２
．「
漂
浮
的
女
孩
」，
透
過
對
話
，
讓
欣
賞

赭
更
加
了
解
創
作
者
的
創
作
構
想
，
及
欲
表

達
的
意
境
。

３
．
藝
術
無
國
界
，
除
語
言
，
文
字
之
外
，

藝
術
也
可
以
是
溝
通
的
管
道
之
ㄧ
。

★
★
★

讓
學
生
儘
情
的
發
表
自
己
的
看
法
，
再
跟
原

作
的
創
作
者
進
行
溝
通
交
流
，
雙
方
甚
至
多

方
進
行
想
法
的
交
流
激
盪
，
是
很
不
錯
的
作

法
。

★
★
★

透
過
互
動
的
課
程
，
讓
孩
子
和
畫
家
可
以
彼

此
了
解
對
畫
的
看
法
，
真
的
相
當
的
有
趣
；

不
過
，
有
幾
組
的
活
動
，
因
為
聲
音
比
較
小

聲
，
站
在
一
旁
的
觀
課
者
比
較
無
法
清
楚
聽

到
他
們
的
對
話
內
容
，
稍
稍
可
惜
了
一
點
。

　
藝
術
教
育
除
了
技
巧
的
指
導
，
更
重
要
的
是

欣
賞
的
能
力
。
透
過
對
話
的
方
式
，
讓
學
習

探
索
的
方
向
由
學
生
主
導
，
從
中
激
盪
出
不

同
的
想
法
與
交
流
，
作
品
也
更
拉
近
了
創
作

者
與
欣
賞
者
之
間
的
距
離
。

★
★
★

很
不
錯
的
公
開
示
範
教
學
，
若
能
將
最
後
與

來
參
觀
教
學
的
教
師
們
，
分
享
此
教
學
法
的

主
軸
源
由
與
影
響
…
…
做
一
個
教
學
投
影

片
，
可
能
會
讓
與
會
者
的
發
問
能
更
深
入
與

切
題
。

★
★
★

二
つ
の
作
品
が
印
象
的
だ
っ
た
。
一
つ
は
あ
る
学

生
の
自
画
像
が
立
体
的
で
可
愛
か
っ
た
。
ノ
ー
ト

に
書
か
れ
た
メ
モ
や
制
作
過
程
も
面
白
か
っ
た
。

も
う
一
つ
は
留
学
生
の
絵
だ
っ
た
。
一
枚
の
紙
に

様
々
な
視
点
か
ら
絵
が
描
か
れ
て
い
て
い
て
鑑
賞

者
に
想
像
の
世
界
を
広
げ
さ
せ
た
。
作
者
も
生
徒

た
ち
の
考
え
の
豊
か
さ
に
驚
き
、
お
互
い
い
い
勉

強
と
な
っ
た
。

★
★
★

１
．
絵
の
観
察
に
よ
っ
て
台
湾
と
日
本
の
文
化
の

違
い
を
比
べ
る
。

２
．「
浮
い
て
い
る
女
の
子
」
は
対
話
通
し
て
鑑
賞

者
に
作
者
の
考
え
を
よ
り
知
っ
て
も
ら
え
た
。

３
．
芸
術
に
は
国
境
が
な
い
。
言
語
と
文
字
を
除

い
て
、
芸
術
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
成
立
す

る
方
法
の
一
つ
だ
。

★
★
★

子
ど
も
た
ち
に
思
い
っ
き
り
自
分
の
考
え
を
言
わ

せ
て
か
ら
作
者
と
交
流
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
思

考
が
は
じ
け
る
こ
と
は
と
て
も
い
い
方
法
だ
。

★
★
★

交
流
す
る
授
業
で
は
こ
ど
も
と
作
者
が
お
互
い
の
考

え
を
知
り
合
う
こ
と
が
で
き
て
面
白
い
。
声
が
小
さ

く
て
立
ち
会
っ
て
い
た
先
生
た
ち
に
届
か
な
か
っ
た

グ
ル
ー
プ
が
あ
る
こ
と
が
惜
し
か
っ
た
。

美
術
教
育
は
ス
キ
ル
を
教
え
る
以
外
に
鑑
賞
す
る
能

力
も
大
事
で
あ
る
。
対
話
を
通
し
て
子
ど
も
自
身
が

自
ら
知
り
た
い
こ
と
を
知
り
、
異
な
る
考
え
を
交
流

で
き
る
。
作
品
が
作
者
と
鑑
賞
者
と
の
距
離
を
縮
め

た
。

★
★
★

と
て
も
い
い
の
は
模
範
の
教
育
を
公
開
し
て
、
こ
の

教
授
法
の
趣
旨
を
共
有
す
る
…
…
最
後
に
鑑
賞
教
育

の
由
来
と
影
響
を
ス
ラ
イ
ド
に
ま
と
め
れ
ば
公
開
授

業
を
見
に
来
た
先
生
た
ち
も
質
問
し
や
す
く
な
る
だ

ろ
う
。

武藏野美術大學公開教學（福山國小）問卷　　（翻譯）市瀨直人

3 月 12 日觀摩武野美術大學在福山國小裡辦理的「對話式的美術鑑賞」公開教學活動、敬請您提供觀摩的感想心得。
福山小学校で行った武蔵野美術大学の「対話型鑑賞」を見て感想をお答えください。

Ⅰ．觀摩武藏野美術大學的公開教學活動、您覺得如何呢 ? 請您勾選以下符合的項目。
　　「旅するムサビ」の公開授業を見てどう思いましたか。該当する番号に○をつけてください。

① 非常有興趣　 　とても興味がある　★★★
② 有興趣 　　　　興味がある　★★
③ 不太有興趣 　　あまり興味がない　★
④ 沒有興趣　 　　興味がない　☆

請勾選上面① ②選項的人、繼續回答。您對這堂教學活動、感到最有興趣的內容是什麼 ?
①②と答えた人に聞きます。どのような点に興味がわきましたか。

Ⅱ．您願意嘗試這種「對話式的美術鑑賞」教學活動嗎 ?
　　あなたはこのような授業をしてみたいと思いましたか？

① 願意嘗試教學 　　　　思った　★★★
② 有點願意嘗試教學 　　少し思った　★★
③ 不太願意嘗試教學 　　あまり思わなかった　★
④ 完全不願意嘗試教學　 全く思わなかった　☆

Ⅲ．觀摩武藏野美術大學的公開教學敬請不吝指教寫下您的感想心得、提供您寶貴的意見和建議。
　　公開授業を見て感想がありましたらお書きください。

アンケート質問

所属 性別 年齢

回答者 35 人内訳
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